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1８９ ドイツ法における反論請求権（－）（安次富）
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｜
序

Ｈ
反
論
権
、
応
答
権
あ
る
い
は
反
駁
権
（
扉
、
の
ａ
閏
の
冨
一
一
目
鴨
『
の
。
冨
身
・
耳
旦
の
再
ｇ
ｏ
ご
い
の
．
『
】
、
宮
・
｛
『
の
二
》
□
１
－
（
・
烏

鳥
ロ
。
⑰
国
）
と
い
う
の
は
、
定
期
刊
行
の
新
聞
・
雑
誌
等
（
国
に
よ
っ
て
は
放
送
、
映
画
等
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
含
む
。
以
下
、
原

則
と
し
て
新
聞
を
も
っ
て
代
表
さ
せ
る
。
）
の
報
道
（
事
実
主
張
に
限
る
か
意
見
、
価
値
判
断
も
含
む
か
に
つ
い
て
は
法
制
に
よ
り

異
な
る
）
に
よ
っ
て
、
「
指
名
ま
た
は
指
示
さ
れ
た
者
（
一
・
色
苛
圖
い
・
目
・
口
・
日
日
③
：
目
肝
一
驚
の
屯
あ
る
い
は
「
当
惑
さ

『

囮
弁
護

六
放
送
、

Ｈ
放
送

口
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結
び

Ｈ
反
論
文
の
公
表
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Ｈ
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曰
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囮
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権
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（
２
）

せ
ら
れ
た
者
」
が
自
己
の
反
対
陳
述
Ⅱ
反
論
を
、
原
則
と
し
て
、
当
該
の
原
報
道
と
同
じ
箇
所
、
同
じ
ス
ペ
ー
ス
、
同
じ
活
字
で
、

分
。
）

ま
た
、
無
料
で
、
掲
載
す
る
よ
う
当
の
新
聞
・
雑
誌
等
に
対
し
て
請
求
す
る
権
利
を
い
う
。
ま
た
、
西
ド
イ
ツ
で
は
、
今
日
反
論
権

は
通
常
裁
判
所
で
訴
求
し
う
る
私
法
上
の
請
求
権
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
の
で
、
反
論
請
求
権
（
●
の
ｍ
ｇ
Ｑ
閂
の
忘
一
一
目
鴨
四
．
印
ロ
ゴ
】
：
）

と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
そ
の
際
、
本
来
的
、
典
型
的
な
反
論
権
は
、
原
報
道
が
不
真
実
で
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、

違
法
あ
る
い
は
有
責
で
あ
る
か
ど
う
か
、
報
道
で
言
及
さ
れ
た
者
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、
ま
た
反
論
内
容
の

真
実
性
も
問
わ
な
い
。
一
定
の
形
式
的
要
件
を
満
た
し
て
お
れ
ば
、
原
則
的
に
請
求
権
が
発
生
す
る
（
形
式
性
）
。
し
た
が
っ
て
、

反
論
請
求
権
は
、
妨
害
排
除
請
求
権
で
も
な
く
、
ま
た
、
不
法
行
為
の
効
果
と
し
て
の
原
状
回
復
請
求
権
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

原
報
道
、
反
論
の
双
方
に
つ
き
そ
の
真
否
、
違
法
性
、
有
資
性
の
実
質
的
判
断
は
な
さ
れ
な
い
の
で
、
反
論
と
い
う
形
式
の
救
済
は

迅
速
に
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
救
済
の
迅
速
性
も
前
述
の
形
式
性
と
な
ら
ん
で
反
論
権
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

口
こ
の
よ
う
な
反
論
権
は
、
こ
の
法
制
度
の
発
祥
地
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
西
ド
イ
ツ
等
大
陸
法
系
の
か
な
り
の
国
々
で

（
４
）

（
５
）

法
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
英
国
や
米
国
の
ほ
と
ん
ど
の
州
は
こ
の
制
度
を
認
め
て
い
な
い
。
反
論
権
を
認
め
て
い
る
国
々
は
、

す
）

こ
の
法
制
度
に
関
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
方
式
か
ド
イ
ツ
方
式
か
の
い
ず
れ
か
を
採
用
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
方
式
は
、

（
７
）

ベ
ル
ギ
ー
、
イ
タ
リ
ヤ
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
ト
ル
コ
お
よ
び
南
ア
メ
リ
カ
諸
国
で
一
般
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
最
も
基
本
的

な
特
徴
は
、
事
実
主
張
の
み
な
ら
ず
、
意
見
や
価
値
判
断
に
対
し
て
も
反
論
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
反
し
、
ド

イ
ツ
方
式
は
、
事
実
主
張
に
対
し
て
の
み
反
論
を
許
す
方
式
で
、
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
国
お
よ
び
ユ
ー
ゴ
・
ス

（
８
）

ラ
ピ
ア
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
反
論
権
に
関
す
る
法
制
度
の
あ
り
方
は
、
基
本
的
に
は
右
の
二
方
式
に
大
別
し
う
る
が
、
し
か
し
譜

（
９
）

国
の
反
論
権
制
度
は
、
具
体
的
な
点
で
は
差
異
が
あ
る
。

曰
わ
が
国
で
は
、
明
治
六
年
の
新
聞
紙
発
行
条
目
以
来
、
同
四
二
年
の
旧
新
聞
紙
法
に
至
る
ま
で
正
誤
権
と
呼
ば
れ
る
、
反
論
権
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が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
旧
新
聞
紙
法
一
七
条
は
、
「
新
聞
紙
二
掲
載
シ
タ
ル
事
項
ノ
錯
誤
二
付
」
き
、
「
其
ノ
事
項
一
一

関
ス
ル
本
人
又
ハ
直
接
関
係
者
」
が
「
正
誤
又
ハ
正
誤
書
、
弁
駁
書
ノ
掲
載
ヲ
請
求
」
し
う
る
も
の
と
規
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、

旧
新
聞
紙
法
自
体
が
、
戦
後
の
占
領
体
制
下
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
指
令
に
よ
る
出
版
統
制
法
制
の
撤
廃
に
と
も
な
っ
て
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
以
来
、

新
聞
に
対
す
る
反
論
権
制
度
は
、
ど
の
法
の
中
に
も
規
定
を
有
し
な
い
。
た
だ
放
送
関
係
に
つ
い
て
、
放
送
法
四
条
一
項
が
、
「
放

送
事
業
者
が
真
実
で
な
い
事
項
を
放
送
し
た
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
そ
の
放
送
に
よ
り
権
利
の
侵
害
を
受
け
た
本
人
又
は
直
接
関

係
者
か
ら
、
放
送
の
あ
っ
た
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
放
送
事
業
者
は
遅
滞
な
く
そ
の
放
送
し
た
事
項
が
真

実
で
な
い
か
ど
う
か
を
調
査
し
て
、
そ
の
真
実
で
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
は
、
判
明
し
た
曰
か
ら
二
日
以
内
に
、
そ
の
放
送
し

た
放
送
設
備
と
同
等
の
放
送
設
備
に
よ
り
、
相
当
の
方
法
で
訂
正
又
は
取
消
の
放
送
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
と
規
定
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
取
扱
わ
れ
て
い
る
訂
正
、
取
消
は
、
反
論
権
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
ま
ず
、
そ
れ
ら
は
、
権
利
侵
害
お

よ
び
報
道
の
不
真
実
性
を
要
件
と
し
、
ま
た
、
被
害
者
に
よ
る
反
論
の
放
送
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

四
反
論
権
は
、
新
聞
に
よ
る
人
格
権
の
侵
害
、
特
に
、
同
一
性
に
関
す
る
権
利
の
侵
害
、
す
な
わ
ち
、
人
格
像
の
変
造
、
名
誉
・

信
用
の
設
損
に
対
す
る
簡
便
で
、
迅
速
で
、
効
果
的
な
防
止
、
除
去
な
い
し
回
復
手
段
と
し
て
機
能
す
る
。
つ
ま
り
、
反
論
文
掲
載

請
求
権
は
、
原
報
道
、
反
論
双
方
の
真
否
や
原
報
道
の
違
法
、
有
責
を
要
件
と
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
裁
判
所
．

に
よ
る
事
前
の
判
定
も
要
し
な
い
の
で
、
反
論
は
、
救
済
手
段
と
し
て
被
害
者
に
と
っ
て
き
わ
め
て
近
づ
き
や
す
く
、
ま
た
迅
速
で

あ
り
う
る
。
ま
た
、
反
論
（
事
実
の
訂
正
や
補
充
を
内
容
と
す
る
）
は
、
（
虚
偽
な
お
よ
び
不
完
全
で
事
実
を
歪
曲
す
る
よ
う
な
Ｉ

そ
の
こ
と
は
、
要
件
と
は
さ
れ
て
い
な
い
ｌ
）
報
道
が
届
い
た
読
者
に
、
迅
速
に
同
じ
新
聞
で
届
け
ら
れ
る
の
で
、
読
者
の
も
と
で

の
被
報
道
者
に
関
す
る
人
格
像
の
変
造
や
社
会
的
評
価
、
経
済
的
評
価
の
低
下
を
防
止
し
、
生
じ
つ
つ
あ
る
状
態
を
是
正
し
、
ま
た

は
す
で
に
生
じ
た
も
の
を
回
復
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、
反
論
請
求
権
は
、
人
格
権
侵
害
に
対
す
る
効
果
的
な
救
済
手
段
で
あ
る
。
と
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こ
ろ
で
反
論
請
求
権
は
、
人
格
権
に
侵
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
を
要
件
と
す
る
一
の
予
防
的
権
利
保
護
制
度
で
あ
る
と
解
す
る
説
も

（
Ｕ

あ
る
。
反
論
請
求
権
の
機
能
の
面
に
着
目
す
る
と
、
前
述
の
よ
う
に
、
予
防
的
に
も
、
妨
害
排
除
的
に
も
、
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
、

回
復
的
に
も
機
能
し
う
る
の
で
、
こ
の
見
解
に
、
全
面
的
に
は
与
し
え
な
い
。
し
か
し
、
た
し
か
に
反
論
請
求
権
が
、
予
防
的
権

利
保
護
と
し
て
機
能
し
う
る
点
は
否
定
さ
れ
え
な
い
。
こ
の
予
防
的
権
利
保
護
に
関
し
て
、
反
論
請
求
権
は
、
妨
害
予
防
請
求
権
と

は
異
な
り
、
報
道
（
侵
害
行
為
）
を
禁
止
す
る
の
で
は
な
く
、
被
害
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
対
抗
手
段
（
反
論
）
を
行
使

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
報
道
中
の
有
害
部
分
を
除
去
さ
せ
る
方
法
を
採
っ
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
、
記
事
の
差
止
よ
り
は
、
出
版
の

自
由
と
の
抵
触
問
題
も
小
さ
く
な
る
。

ま
た
、
反
論
請
求
権
が
現
代
社
会
で
大
き
な
影
響
力
を
有
す
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
の
発
言
の
機
会
を
与
え
う
る
こ
と
は
、
副
次
的

に
、
自
由
な
意
見
発
表
の
権
利
の
実
質
的
保
障
に
役
立
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
反
面
、
反
論
文
掲
載
請
求
に
よ
っ
て
、
定
期
刊
行
物
の
紙
面
へ
の
負
担
と
い
う
形
で
、
発
行
者
等
に
経
済
的
負
担
を
か

け
る
こ
と
に
な
り
、
出
版
の
自
由
の
侵
害
の
お
そ
れ
が
問
題
と
な
り
う
る
。
反
論
権
の
法
構
成
に
あ
た
っ
て
は
、
民
主
制
社
会
に
と

っ
て
重
要
な
人
格
権
（
お
よ
び
、
学
説
に
よ
っ
て
は
自
由
な
意
見
発
表
の
権
利
）
の
保
護
と
出
版
の
自
由
が
調
和
す
る
よ
う
に
な
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
諸
国
の
法
制
の
比
較
研
究
は
と
く
に
重
要
で
あ
る
。

（
４

国
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
昭
和
五
二
年
に
東
京
地
裁
で
判
決
さ
れ
た
サ
ン
ケ
イ
新
聞
意
見
広
告
事
件
で
反
論
請
求
権
が
取
扱

わ
れ
た
。
事
案
は
、
自
由
民
主
党
が
、
昭
和
四
八
年
一
一
一
月
一
一
日
の
サ
ン
ケ
イ
新
聞
に
出
し
た
日
本
共
産
党
（
Ｘ
）
批
判
の
意
見

広
告
が
Ｘ
の
名
誉
を
翌
損
す
る
も
の
と
し
て
、
Ｘ
が
産
業
経
済
新
聞
社
（
Ｙ
）
を
相
手
ど
っ
て
Ｘ
執
筆
に
か
か
る
反
論
文
を
無
料
で

掲
載
す
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
同
事
件
に
つ
い
て
は
、
名
誉
設
損
の
回
復
処
分
と
し
て
の
反
論
文
掲
載
請
求
の

（
Ｅ
）

仮
処
分
も
申
請
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
昭
和
四
九
年
に
却
下
さ
れ
た
。
仮
処
分
決
定
に
お
い
て
は
、
名
誉
段
損
の
成
立
が
否
定
さ
れ
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た
た
め
、
反
論
請
求
権
に
つ
い
て
の
判
断
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
案
判
決
た
る
本
件
判
決
に
お
い
て
は
、
反
論
請
求
権

の
根
拠
に
つ
い
て
詳
細
に
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
Ｘ
は
、
反
論
請
求
権
の
根
拠
と
し
て
、
以
下
の
三
点
を
あ
げ
て
請
求
し
た
が
、
い
ず

れ
も
理
由
な
し
と
し
て
退
け
ら
れ
た
。

ま
ず
、
Ｘ
は
、
憲
法
一
二
条
の
保
障
す
る
言
論
の
自
由
は
、
あ
る
言
論
の
対
象
と
さ
れ
た
相
手
方
の
反
論
の
自
由
を
含
み
、
こ

の
反
論
の
権
利
は
、
攻
撃
の
方
法
内
容
等
の
特
殊
性
に
応
じ
て
十
分
に
効
果
的
な
反
論
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
し
て
お
り
、
本
件
意

見
広
告
の
場
合
に
は
、
こ
れ
に
対
す
る
反
論
文
を
同
一
紙
上
に
掲
載
す
る
こ
と
を
求
め
る
権
利
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

裁
判
所
は
、
反
論
の
自
由
は
認
め
た
が
、
原
広
生
邑
同
一
紙
上
で
の
反
論
文
掲
載
請
求
は
否
定
し
た
。
不
法
行
為
が
成
立
し
な
い
場
合
に

は
、
被
告
に
責
任
を
負
わ
せ
な
い
の
が
近
代
法
の
大
原
則
で
あ
る
の
で
、
不
法
行
為
を
前
提
と
し
な
い
反
論
請
求
権
に
よ
っ
て
、
Ｙ

に
商
品
で
あ
る
広
告
ス
ペ
ー
ス
の
出
損
を
求
め
る
の
は
理
由
が
な
い
と
す
る
。
次
に
、
Ｘ
は
、
人
格
権
と
条
理
を
根
拠
に
妨
害
排
除

の
一
種
で
あ
る
反
論
請
求
権
を
認
め
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
裁
判
所
は
、
本
件
広
告
の
よ
う
に
過
去
の
一
回
き
り

の
行
為
に
対
し
て
差
止
を
認
め
る
の
は
不
可
能
だ
と
し
て
Ｘ
の
主
張
を
採
用
し
な
か
っ
た
。
最
後
に
、
Ｘ
は
、
本
件
意
見
広
告
は
不
法

行
為
を
構
成
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
段
損
さ
れ
た
政
治
的
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
の
処
分
と
し
て
民
法
七
二
三
条
に
基
づ
く
反
論
文
を

認
め
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
裁
判
所
は
、
不
法
行
為
の
成
立
を
否
定
し
た
た
め
、
傍
論
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
に

止
ま
っ
た
が
、
民
法
七
二
三
条
の
「
適
当
ナ
ル
処
分
」
に
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
反
論
文
の
掲
載
も
含
ま
れ
る
と
判
示
し
た
。

反
論
請
求
権
が
、
明
文
の
規
定
な
し
に
解
釈
上
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
い
か
な
る
根
拠
お
よ
び
ど
の

よ
う
な
法
構
成
に
よ
っ
て
か
。
こ
れ
に
反
し
、
立
法
な
く
し
て
は
、
反
論
請
求
権
は
承
認
さ
れ
え
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
内
容

の
規
定
を
ど
こ
に
お
く
べ
き
か
。
反
論
請
求
権
に
関
し
て
、
記
事
、
社
説
、
あ
る
い
は
広
告
の
種
別
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
差
異
を
設

け
る
べ
き
か
ど
う
か
。
こ
の
判
決
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
を
わ
れ
わ
れ
に
投
げ
か
け
て
い
る
。
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内
本
稿
は
、
筆
者
が
昭
和
五
一
年
ｌ
同
五
三
年
の
西
ド
イ
ツ
留
学
以
来
研
究
を
進
め
て
来
て
い
る
テ
ー
マ
「
人
格
権
侵
害

（
ｕ

に
対
す
る
妨
害
予
防
・
妨
害
排
除
」
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
近
時
、
反
論
請
求
権

に
関
す
る
解
釈
論
、
立
法
論
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
議
論
を
さ
ら
に
深
め
、
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、

立
法
的
に
も
、
理
論
的
に
も
発
展
を
と
げ
た
外
国
法
制
が
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
わ
が
国
で
は
、
反
論
権
に
つ

い
て
立
法
的
に
も
空
白
の
期
間
が
長
く
、
そ
の
間
、
実
務
上
も
ほ
と
ん
ど
取
扱
わ
れ
ず
、
ま
た
理
論
的
研
究
も
、
た
と
え
ば
、
こ
の

（
Ⅲ
）

権
利
を
否
定
す
る
観
点
か
ら
の
幾
代
教
授
の
秀
で
た
論
文
を
別
に
す
れ
ば
、
十
分
に
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
問
題
を
検
討
す
る
素
材

が
十
分
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
い
う
訳
で
、
本
稿
は
、
わ
が
国
の
問
題
を
論
ず
る
基
礎
作
業
と
し
て
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
反

論
請
求
権
の
詳
細
な
紹
介
を
行
な
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
ド
イ
ツ
法
を
対
象
と
し
た
理
由
は
、
以
下
の
よ
う
な
諸
点

で
あ
る
。
第
一
に
、
筆
者
の
前
述
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
ド
イ
ツ
法
を
素
材
に
研
究
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
と
の
関
連
で
今
回
も
ド
イ
ツ

法
を
対
象
に
し
た
こ
と
。
第
二
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
諸
国
の
反
論
権
の
手
本
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
反
駁
権
と
ド
イ
ツ
の
反
論
権
で

（
旧
）

あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
フ
ラ
ン
ス
の
反
駁
権
に
つ
い
て
は
、
山
口
教
授
の
勝
れ
た
研
究
が
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
法
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

十
分
に
研
究
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
第
三
に
、
二
Ｈ
の
「
反
論
請
求
権
の
史
的
発
展
」
の
項
で
述
べ
る
よ
う
に
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、

こ
の
問
題
は
、
立
法
例
も
多
く
ま
た
理
論
的
に
も
十
分
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
第
四
に
反
論
請
求
権
を
原
報
道
中
の
事
実
主

（
肥
）

張
に
限
定
し
て
い
る
ド
イ
ツ
法
の
行
き
方
は
、
出
版
の
自
由
と
の
調
和
の
点
で
、
参
考
に
価
す
る
こ
と
。

訂
正
（
因
の
冒
冒
四
冒
頭
）
、
応
答
（
回
員
円
囮
§
ぬ
）
、
反
論
（
の
侭
の
且
尉
爾
一
冒
凋
）
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
こ
こ
で
、
’
一
一
一
一
コ
触

れ
て
お
く
。
ラ
イ
ヒ
新
聞
法
（
幻
の
】
・
夛
凋
の
用
厨
弓
臼
＆
の
勺
『
＄
印
の
》
以
下
Ｒ
Ｐ
Ｇ
と
略
す
）
一
一
条
で
は
、
訂
正
と
応
答
と
い
う
語

が
用
い
ら
れ
、
学
説
は
事
柄
に
応
じ
て
、
訂
正
権
、
訂
正
請
求
権
や
、
応
答
権
、
応
答
請
求
権
と
い
う
語
を
用
い
て
い
た
。
一
九
五
九
年
の

「
人
格
お
よ
び
名
誉
の
私
法
上
の
保
護
の
新
秩
序
の
た
め
の
法
律
案
（
Ｐ
「
回
日
三
日
開
の
旨
の
、
の
閥
の
薗
田
目
『
ｚ
２
ｏ
ａ
目
温
口
の
⑭
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風
ぐ
》
｝
『
ｇ
三
一
号
の
。
Ｕ
の
『
の
び
口
一
一
○
房
の
一
芹
⑫
－
目
」
ロ
ゴ
『
の
。
、
ロ
冒
冨
の
⑫
、
以
下
人
格
権
保
護
法
案
と
略
す
）
の
一
条
一
項
で
規
定
さ
れ

（
両
川
）

て
い
る
民
法
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
）
二
○
条
の
新
規
定
４
℃
応
答
と
い
う
語
を
用
い
て
い
た
。
こ
の
語
に
つ
い
て
は
、
訂
正
と
は
異
な
り
、
特
に

（輌旭）

不
適
切
な
用
語
法
で
は
な
い
の
で
、
小
数
な
が
ら
現
在
で
も
こ
の
語
を
用
い
る
者
も
あ
る
。

訂
正
と
い
う
語
は
、
原
報
道
の
不
真
実
や
反
論
内
容
の
真
実
を
問
わ
な
い
反
論
制
度
を
表
現
す
る
の
に
適
切
で
な
か
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
反
論
、
反
論
請
求
権
が
、
第
二
次
大
戦
後
、
制
定
さ
れ
た
州
新
聞
法
（
Ｆ
四
コ
□
の
叩
函
の
“
の
薗
弓
の
『
＆
の
で
円
の
い
め
の
、
そ
の
他

正
式
名
称
は
州
に
よ
り
異
な
る
。
以
下
Ｌ
Ｐ
Ｇ
と
略
す
）
一
一
条
等
で
、
用
い
ら
れ
、
現
在
で
は
、
学
説
、
判
例
で
も
一
般
的
に
こ

の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
も
一
般
的
用
語
法
に
従
い
反
論
、
反
論
権
、
反
論
請
求
権
を
用
い
て
い
る
。

注

（
１
）
フ
ラ
ン
ス
新
聞
法
一
三
条
一
、
二
項

（
２
）
》
巨
屈
目
の
８
局
②
⑪
品
の
⑪
の
肩
．

（
３
）
西
ド
イ
ツ
法
は
、
旧
ド
イ
ツ
帝
国
の
法
を
受
け
継
ぎ
、
そ
れ
と
連
続
性
を
有
す
る
の
で
、
現
行
西
ド
イ
ツ
法
を
慣
行
的
用
語
法
に
基
づ
き
ド

イ
ッ
法
と
い
う
。

（
４
）
三
Ａ
ご
臼
（

の
こ
と
で
あ
る
。

（
５
）
塚
本
重
頼
「
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
名
誉
段
損
の
特
殊
な
救
済
方
法
」
（
兼
子
還
暦
記
念
）
『
裁
判
法
の
諸
問
題
（
下
）
』
（
一
九
七
○
年
）

五
九
六
頁
以
下
参
照
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
ネ
ヴ
ァ
ダ
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
だ
け
が
認
め
て
い
る
。
な
お
、
【
・
句
・
【
『
の
息
の
『
・

勺
の
『
の
ｑ
ｐ
－
－
ｏ
声
丙
の
一
蕨
切
Ｃ
可
巨
甘
ｐ
ｐ
ｑ
向
員
困
の
ｍ
ロ
ニ
ロ
賄
切
画
曰
の
己
『
ロ
、
戸
曰
函
三
の
ロ
⑪
ｎ
ケ
の
ロ
軍
『
耳
ａ
の
■
ロ
ロ
芽
の
号
の
一
三
ロ
ゴ
の
幻
の
○
頁
⑱
。
ａ
ご
ロ
ロ
館

三
・
戸
）
＆
の
［
・
甲
の
閉
の
『
の
。
耳
・
因
』
・
閂
［
一
ご
一
目
＆
の
Ｐ
ご
畠
・
印
・
田
］
に
よ
れ
ば
、
反
論
権
を
認
め
て
い
る
国
は
、
一
一
一
三
ケ
国
で
あ
る
と
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（
句
の
⑩
一
ｍ
９
１
［
芹
薗
『
○
の
一
ｍ
の
『
）
・
弓
号
ご
ｍ
の
ロ
．
］
ヨ
ニ
・
の
．
⑪
黒
｛
・
も
参
照
。

（
６
）
Ｐ
ご
南
］
の
『
・
愚
Ｐ
⑫
。
ｍ
望
》
【
『
の
已
悶
の
『
・
ｇ
Ｐ
ｍ
・
画
一
［
［
。

（
７
）
フ
ラ
ン
ス
方
式
を
採
用
す
る
国
々
の
反
論
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
昌
一
の
『
、
の
。
｝
⑬
８
ｍ
、
『
『
自
序
□
四
⑭
○
の
函
の
ロ
：
『
⑪
｛
の
一
一
目
、
⑪
『
の
、
宣

旨
向
■
『
・
日
ｌ
富
ｄ
ｍ
－
－
Ｃ
ゴ
天
の
茸
の
。
」
の
『
出
国
『
日
。
己
の
一
の
『
目
Ｐ
三
目
＆
の
ロ
・
］
君
ら
．
ｍ
・
目
魚
・
》
【
『
の
目
の
『
・
患
Ｐ
＄
『
［
，
参
照
。

（
８
）
ド
イ
ツ
方
式
を
採
用
す
る
国
々
の
反
論
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
ｄ
国
の
『
、
命
○
一
⑩
。
ｐ
頤
、
可
【
目
丙
・
ロ
ロ
Ｐ
の
・
目
［
［
・
》
【
『
の
目
の
『
『
回
国
Ｐ
の
罠
｛
．

（
９
）
Ｅ
巴
閂
、
○
・
一
⑫
。
品
、
『
イ
：
六
・
四
四
Ｐ
の
．
蹟
畠
・
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
’
一
一
一
ヶ
国
の
反
論
請
求
権
を
対
象
に
、
一
一
項
目
に
つ
き
、
そ

の
異
同
を
明
ら
か
に
し
た
一
覧
表
が
掲
戟
さ
れ
て
い
る
。

（
Ⅲ
）
四
・
困
巨
ワ
ョ
山
口
ロ
。
□
口
の
勺
の
『
⑩
。
ｐ
一
一
ロ
ゴ
穴
の
一
（
⑪
『
の
●
ず
芹
ご
函
．
シ
色
色
。
。
【
α
一
口
・
］
患
『
ご
ｍ
・
単
司
・

（
Ⅱ
）
東
京
地
判
昭
五
一
一
・
七
・
一
三
、
判
例
時
報
（
以
下
、
判
時
と
略
す
）
八
五
七
号
三
○
頁
以
下
。
な
お
、
Ｘ
か
ら
の
東
京
高
裁
へ
の
控
訴
も

昭
和
五
五
年
九
月
三
○
日
の
判
決
で
棄
却
さ
れ
た
（
朝
日
新
聞
五
五
年
一
○
月
一
日
）
。

（
⑫
）
東
京
地
決
昭
四
九
・
五
・
一
四
、
判
時
七
三
九
号
、
四
九
頁
以
下
。
こ
の
決
定
に
つ
い
て
の
評
釈
と
し
て
は
、
清
水
英
夫
「
意
見
広
告
事
件

の
法
的
・
社
会
的
問
題
点
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
九
七
四
年
七
月
号
、
三
島
宗
彦
「
政
党
が
な
し
た
政
策
意
見
広
告
と
名
穀
穀
損
の
成
否
」
法
律
時

報
四
六
巻
八
号
（
一
九
七
四
年
）
、
幾
代
通
「
政
治
的
意
見
広
告
と
名
誉
殴
損
」
判
例
評
論
一
八
七
号
（
’
九
七
四
年
）
な
ど
。

（
Ｈ
）
拙
稿
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
名
誉
殴
損
的
主
張
の
取
消
請
求
権
に
つ
い
て
」
琉
大
法
学
二
五
号
一
頁
以
下
、
同
「
ド
イ
ツ
私
法
に
お
け
る
死
者

の
人
格
保
護
」
琉
大
法
学
二
七
号
三
五
頁
以
下
。

（
Ⅲ
）
幾
代
通
「
新
聞
に
よ
る
名
誉
段
損
と
反
論
権
」
（
我
妻
栄
先
生
追
悼
論
文
集
）
『
私
法
学
の
新
た
な
展
開
』
四
五
三
頁
以
下
。

（
旧
）
山
口
俊
夫
「
反
駁
権
ｌ
フ
ラ
ン
ス
法
を
中
心
と
し
て
－
」
（
現
代
損
害
賠
償
法
講
座
２
）
『
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
』
二
六
七
頁
以
下
。

（
旧
）
ち
な
み
に
国
連
総
会
で
、
一
九
五
一
一
年
に
決
議
さ
れ
、
’
九
六
一
一
年
八
月
一
一
五
日
に
発
効
し
た
「
訂
正
権
に
関
す
る
協
定
」
（
【
○
コ
く
目
二
○
コ



1９８琉大法学第28号 (1981）

二
反
輪
謂
求
権
の
基
礎

Ｈ
反
論
請
求
権
の
史
的
発
展

１
反
論
請
求
権
の
起
源

了
）

反
論
請
求
権
の
起
源
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
新
聞
法
（
一
八
二
二
年
）
の
反
駁
権
（
Ｑ
「
。
｝
（
□
の
「
か
ロ
○
局
の
）
に
遡
る
。

一
七
八
九
年
に
発
表
さ
れ
た
新
聞
の
自
由
は
、
政
治
的
な
意
見
闘
争
で
濫
用
さ
れ
た
。
そ
こ
で
一
七
九
九
年
に
「
五
百
人
会
」
で
、

中
傷
的
な
新
聞
記
事
に
対
す
る
刑
法
上
お
よ
び
民
法
上
の
責
任
に
関
す
る
法
案
が
審
議
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
新
聞
に
よ
っ
て
名
誉
を

侵
害
さ
れ
て
い
る
者
は
反
駁
の
掲
載
を
請
求
す
る
権
利
を
与
え
ら
れ
る
旨
の
規
定
が
そ
の
法
案
中
に
採
り
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
提
案
さ
れ
た
。
し
か
し
、
反
駁
文
掲
載
義
務
違
反
に
対
す
る
制
裁
の
あ
ま
り
の
厳
し
さ
ゆ
え
に
こ
の
法
案
は
採
択
さ
れ
る
に
い
た

ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
着
想
は
、
基
本
的
に
一
八
二
二
年
の
新
聞
法
一
一
条
で
実
を
結
ん
だ
。
こ
の
反
駁
権
は
、
新
聞
報
道

に
よ
り
名
前
を
掲
げ
ら
れ
、
あ
る
い
は
そ
の
他
指
示
さ
れ
た
人
に
同
一
の
新
聞
紙
上
で
、
反
駁
権
に
よ
っ
て
防
衛
す
る
力
を
与
え
て

い
る
。
一
八
二
二
年
法
の
反
駁
権
は
、
一
七
九
九
年
の
草
案
で
企
図
さ
れ
た
よ
う
な
名
誉
段
損
的
な
発
表
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
事
実
に
関
す
る
報
道
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
学
問
的
お
よ
び
芸
術
的
批
判
の
よ
う
な
純
粋
の
意
見
、
価
値
判
断
に
対
す
る

弓
の
『
目
⑪
、
の
１
。
三
扇
自
、
⑫
『
の
。
三
．
『
扇
言
・
串
８
『
『
の
、
芹
一
目
）
も
、
ド
イ
ツ
法
を
手
本
と
し
て
、
事
実
主
張
に
限
定
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
ご
量
の
『
・
息
Ｐ
⑩
・
誤
】
》
【
『
の
息
の
『
・
目
Ｐ
②
・
恩
参
照
。
な
お
協
定
文
は
、
ぺ
の
山
「
ず
。
。
宍
・
［
夢
の
（
〕
己
（
の
』

ｚ
昌
一
○
コ
、
ご
巴
・
勺
・
』
⑥
山
感
・

（
Ⅳ
）
こ
｛
一
画
患
》
の
．
色
｛
．
》
ぬ
．
ｇ
｛
（
・

（
旧
）
四
口
ご
日
凹
ョ
】
・
四
四
Ｐ
の
。
』
「
つ
［
［
・
】
【
『
の
一
』
的
の
「
ロ
四
四
Ｐ
ｍ
・
臼
｛
『
。
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ワ
］
ラ
ム
イ
ヒ
蒜
莉
皿
旧
拙
は

ド
イ
ツ
法
の
領
域
で
は
、
一
八
一
二
一
年
の
バ
ー
デ
ン
の
新
聞
法
一
○
条
が
、
各
人
に
帰
属
す
る
応
答
権
と
い
う
考
え
方
を
フ
ラ
ン

ス
よ
り
継
受
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
不
徹
底
で
、
各
人
に
帰
属
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
訂
正
権
は
、
そ
れ
ま
で
存
在
し
て
い
た
官
庁

の
訂
正
強
制
、
す
な
わ
ち
警
察
国
家
的
な
思
想
か
ら
、
不
真
実
の
報
道
に
よ
り
危
う
く
さ
れ
る
公
の
秩
序
、
公
衆
を
守
る
た
め
に
官

庁
に
認
め
ら
れ
た
訂
正
権
と
結
合
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
』
梨
ま
た
、
バ
ー
デ
ン
新
聞
法
一
○
条
の
制
度
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
と

は
異
な
っ
て
、
新
聞
報
道
の
内
容
が
事
実
主
張
で
あ
る
時
に
の
み
応
答
請
求
権
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、

現
行
州
新
聞
法
に
ま
で
一
貫
し
て
引
き
継
が
れ
、
ド
イ
ツ
の
反
論
請
求
権
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。

一
八
七
四
年
に
制
定
さ
れ
た
ラ
イ
ヒ
新
聞
法
は
、
そ
の
二
条
で
、
帝
国
全
域
に
適
用
さ
れ
る
訂
正
権
を
規
定
し
た
。
こ
の
訂
正

権
は
、
ま
た
各
個
人
あ
る
い
は
官
庁
に
帰
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
も
は
や
検
閲
と
つ
な
が
る
、
不
真
実
の
報
道
か
ら
公
の
秩
序
、
公

（
３
）

衆
を
守
る
た
め
の
、
官
庁
の
訂
正
強
制
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ラ
ィ
ヒ
新
聞
法
も
、
訂
正
文
の
掲
載
義
務
の

不
履
行
に
対
し
て
、
私
法
上
の
訂
正
請
求
権
を
規
定
し
て
お
ら
ず
、
刑
罰
が
科
さ
れ
て
い
た
こ
と
（
官
①
勾
勺
の
）
か
ら
、
同
法
に（４
）

お
い
て
も
、
不
真
実
な
報
道
に
対
す
る
公
衆
の
保
護
が
、
個
人
の
人
格
権
の
保
護
よ
り
も
、
優
先
さ
れ
て
い
た
と
解
す
る
説
も
あ
る
。

ま
た
、
同
一
一
条
三
項
で
は
、
応
答
と
い
う
語
も
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
。

ラ
イ
ヒ
新
聞
法
の
訂
正
権
な
い
し
応
答
権
は
、
州
新
聞
法
と
内
容
的
に
、
基
本
的
な
部
分
で
は
共
通
の
要
素
を
含
ん
で
い
た
。

「
⑪
訂
正
が
提
出
者
に
よ
り
署
名
さ
れ
、
ま
た
い
か
な
る
罪
に
な
る
内
容
を
も
含
ま
ず
ま
た
事
実
的
な
陳
述
に
制
限
さ
れ
て
い

る
限
り
、
定
期
刊
行
の
印
刷
物
の
責
任
編
集
者
は
、
関
係
官
庁
あ
る
い
は
私
人
（
の
曰
①
す
の
一
昌
両
一
句
○
篇
昌
一
一
ｓ
の
国
①
ｇ
ａ
の

。
」
の
『
勺
『
｝
ご
囚
弓
の
『
⑩
。
ご
）
の
求
め
に
応
じ
て
、
そ
の
印
刷
物
中
で
伝
達
さ
れ
た
主
張
の
訂
正
を
挿
入
文
あ
る
い
は
省
略
な
し
に

反
駁
も
可
能
で
あ
っ
た
。

２
ラ
イ
ヒ
新
聞
法
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受
け
入
れ
る
義
務
が
あ
る
。

②
掲
載
は
、
提
出
物
の
受
領
後
、
印
刷
の
た
め
に
ま
だ
締
切
ら
れ
て
い
な
い
、
す
ぐ
次
の
号
で
、
し
か
も
、
訂
正
さ
れ
る

べ
き
記
事
と
印
刷
物
の
同
一
部
分
で
、
ま
た
同
じ
活
字
で
、
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
応
答
が
、
訂
正
さ
れ
る
べ
き
伝
達
の
範
囲
を
超
え
な
い
限
り
、
こ
の
受
け
入
れ
は
無
料
で
あ
る
。
こ
の
限
度
を
超
え
る
行

為
に
対
し
て
は
、
通
常
の
掲
載
料
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
（
ご
］
罰
勺
の
）
。

つ
ま
り
、
ラ
ィ
ヒ
新
聞
法
一
一
条
は
、
定
期
刊
行
の
印
刷
物
に
よ
り
当
惑
さ
せ
ら
れ
た
私
人
（
勺
１
ぐ
９
円
厨
。
。
）
あ
る
い
は
関

係
官
庁
に
（
Ｓ
の
ウ
の
国
一
直
の
α
瀞
昌
一
ｓ
の
因
の
ゴ
。
ａ
の
）
に
同
じ
印
刷
物
中
で
、
事
実
的
性
質
の
反
論
文
の
遅
滞
な
き
掲
載
を
請

求
す
る
権
利
を
与
え
て
い
る
。

３
什
瀞
眉
柱

（
５
）

第
二
次
大
戦
後
に
も
、
ラ
イ
ヒ
新
聞
法
は
、
基
本
法
（
Ｇ
Ｇ
）
一
一
一
三
条
に
よ
り
、
連
邦
領
域
内
で
、
法
と
し
て
効
力
を
持
続
す

る
こ
と
に
さ
れ
た
。
し
か
し
、
次
第
に
各
州
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
州
新
聞
法
を
制
定
し
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
立
法
権
限
と
し
て

は
、
連
邦
は
大
綱
立
法
（
勾
口
｛
目
の
后
の
⑭
の
層
の
ウ
目
、
）
権
限
の
み
を
有
し
、
細
目
規
定
は
常
に
州
に
属
す
る
と
解
さ
れ
た
わ
け
で

あ
る
（
シ
ュ
・
鼠
国
民
・
国
〔
あ
）
。
バ
イ
エ
ル
ン
と
ヘ
ッ
セ
ン
は
、
一
九
四
九
年
と
一
九
五
八
年
に
そ
れ
ぞ
れ
州
新
聞
法
を
制
定

し
、
そ
れ
に
併
な
い
ラ
ィ
ヒ
新
聞
法
は
そ
の
区
域
で
は
失
効
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
他
の
諸
州
は
、
一
九
六
三
年
に
作
成
さ
れ
た
統

一
的
な
モ
デ
ル
草
案
〔
冨
巳
の
一
一
の
ご
冒
貝
旨
の
旨
い
閏
己
朋
官
厨
閉
帰
思
薗
ｑ
Ｒ
の
莅
邑
＆
帰
皀
【
・
皀
冒
：
□
閂

閂自の目ご－の訂Ｈｑの『国己の『く・日塑・】四目関口且一・句の開奄『］＠＄（ｍ・目）〕に基づき一九六四年から
一
九
六
六
年
に
か
け
て
基
本
的
に
一
致
す
る
内
容
の
州
新
聞
法
を
制
定
し
た
。
も
ち
ろ
ん
各
州
新
聞
法
問
に
は
、
個
々
の
点
に
つ
い

て
は
差
異
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
広
告
に
対
す
る
取
扱
い
な
ど
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
標
準
的
な
内
容

州
新
聞
法
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を
有
す
る
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
新
聞
法
の
二
条
を
掲
げ
、
個
別
的
な
差
異
は
そ
の
つ
ど
指
摘
す
る
。
な
お
、
反
論

（
７
）

請
求
権
は
州
新
聞
法
の
一
一
条
（
バ
イ
エ
ル
ン
、
ベ
ル
リ
ン
、
ヘ
ッ
セ
ン
は
一
○
条
に
あ
る
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

「
山
定
期
刊
行
の
印
刷
物
の
責
任
編
集
者
お
よ
び
発
行
者
は
、
そ
の
印
刷
物
中
で
な
さ
れ
た
事
実
主
張
に
よ
っ
て
当
惑
さ
せ

ら
れ
た
（
す
骨
・
濡
口
沼
旨
）
人
あ
る
い
は
機
関
（
、
訂
一
一
の
）
の
反
論
を
掲
載
す
る
義
務
が
あ
る
。
そ
の
義
務
は
、
事
実
主
張
が

現
わ
れ
た
印
刷
物
の
す
べ
て
の
特
別
版
に
及
ぶ
。

②
当
惑
さ
せ
ら
れ
た
人
あ
る
い
は
機
関
（
匹
巴
一
の
）
が
、
公
表
に
関
す
る
正
当
利
益
を
全
く
有
し
な
い
と
き
、
あ
る
い
は
反

論
が
そ
の
範
囲
に
お
い
て
適
切
で
な
い
と
き
、
あ
る
い
は
営
業
上
の
取
引
（
用
の
呂
欝
一
一
ロ
ゴ
の
『
『
臼
庶
胃
）
に
役
立
つ
広
告
の

場
合
に
は
、
反
論
の
掲
載
義
務
は
存
し
な
い
。
反
論
が
異
議
を
述
べ
ら
れ
た
文
章
の
範
囲
を
超
え
な
い
な
ら
ば
、
反
論
は
、
適
切

と
み
な
さ
れ
る
。
反
論
は
、
事
実
的
な
陳
述
に
限
ら
れ
、
ま
た
い
か
な
る
罪
に
な
る
内
容
も
含
ん
で
は
な
ら
な
い
。
反
論
は
文
書

形
式
を
必
要
と
し
、
ま
た
当
惑
者
（
』
の
『
国
の
百
・
房
□
の
）
あ
る
い
は
そ
の
法
定
代
理
人
に
よ
り
署
名
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
反
論
が
遅
滞
な
く
、
遅
く
と
も
公
表
後
三
ケ
月
以
内
に
責
任
編
集
者
あ
る
い
は
発
行
者
に
交
付
さ
れ
る
と
き
に
の
み
、
当

惑
者
あ
る
い
は
そ
の
代
理
人
は
掲
載
を
請
求
し
う
る
。

③
反
論
は
、
提
出
物
の
受
領
後
、
す
ぐ
次
の
、
印
刷
の
た
め
に
締
切
ら
れ
て
い
な
い
号
で
、
異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る

文
章
と
同
じ
活
字
を
も
っ
て
、
お
よ
び
印
刷
物
の
同
じ
部
分
で
、
挿
入
文
や
省
略
な
し
に
掲
載
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
反
論

は
、
読
者
の
手
紙
の
形
式
で
現
わ
れ
て
は
い
け
な
い
。
掲
載
は
無
料
で
あ
る
。
反
論
に
対
し
て
同
一
の
号
で
意
見
を
述
べ
る
者
は
、

事
実
的
な
陳
述
に
限
ら
れ
る
。

側
反
論
の
実
現
の
た
め
に
は
、
通
常
裁
判
所
へ
の
出
訴
が
許
さ
れ
る
。
裁
判
所
は
、
当
惑
者
の
申
し
立
て
に
基
づ
き
、
責
任

編
集
者
お
よ
び
発
行
者
が
三
項
の
形
式
で
、
反
論
を
公
表
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
仮
処
分
の
発
給
手
続
に
関
す
る
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民
事
訴
訟
法
の
規
定
は
、
こ
の
手
続
に
準
用
さ
れ
る
。
こ
の
請
求
権
を
危
う
く
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
疎
明
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。

判
決
手
続
は
行
な
わ
れ
な
い
。

⑤
一
項
な
い
し
四
項
は
、
連
邦
、
州
、
市
町
村
（
市
町
村
連
合
）
の
立
法
機
関
あ
る
い
は
決
定
機
関
な
い
し
裁
判
所
の
公
開

会
議
に
関
す
る
真
実
の
報
道
に
は
適
用
さ
れ
な
い
」
（
》
］
］
Ｐ
勺
の
団
且
①
ロ
ー
ミ
口
１
訂
ご
冨
凋
）
。

な
お
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
連
邦
は
、
新
聞
等
の
一
般
的
法
律
関
係
に
つ
い
て
大
綱
法
を
制
定
す
る
権
限
を
有
す
る
の
で
Ｓ
１
・

蜀
凶
廟
・
函
○
○
）
、
一
九
六
○
年
以
来
、
新
大
綱
法
の
草
案
が
発
表
さ
れ
て
来
て
い
る
。
最
近
で
は
、
一
九
七
四
年
七
月
二
五
日

に
、
大
綱
法
草
案
が
発
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
筆
者
は
ま
だ
入
手
し
て
い
な
い
。
少
な
く
と
も
、
二
次
草
案
ま
で
は
、
反
論

（
８
）

権
に
関
す
る
限
り
現
行
州
新
聞
法
の
内
容
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

（
９
）

現
行
州
新
聞
法
で
は
、
反
論
文
掲
載
義
務
の
不
履
行
に
対
す
る
刑
罰
は
廃
止
さ
れ
、
ま
た
通
常
裁
判
所
へ
の
出
訴
可
能
性
が
規
定

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
行
州
新
聞
法
の
下
で
は
、
反
論
請
求
権
が
、
個
人
の
保
護
、
す
な
わ
ち
、
人
格
権
保
護
を
目
的
と

し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
異
説
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
を
除
き
、
す
べ
て
の
州
新

聞
法
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
に
よ
る
一
般
的
人
格
権
の
確
立
後
に
制
定
さ
れ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
次

項
で
述
べ
る
、
人
格
権
保
護
法
案
は
、
判
例
上
確
立
さ
れ
た
一
般
的
人
格
権
を
成
文
化
し
、
民
法
典
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
）
中
に
組
み
入
れ
る

こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
、
反
論
（
応
答
）
請
求
権
の
規
定
が
お
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
州
新
聞
法
制
定
以
前

に
す
で
に
、
反
論
請
求
権
を
人
格
権
保
護
の
手
段
と
解
す
る
考
え
方
が
支
配
的
で
あ
っ
た
こ
と
の
現
わ
れ
で
あ
る
。

４
民
法
上
の
反
論
（
応
答
）
請
求
権
の
立
法
化
の
試
み

一
九
五
九
年
の
人
格
権
保
護
法
案
一
条
一
項
は
、
民
法
改
正
を
取
扱
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
○
条
と
し
て
反
論
（
応

答
）
請
求
権
を
規
定
し
よ
う
と
企
図
し
た
。
す
な
わ
ち
、
人
格
権
の
保
護
手
段
と
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
明
文
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
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る
。
こ
の
法
案
が
成
立
し
て
い
れ
ば
、
反
論
（
応
答
）
請
求
権
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
○
条
で
明
文
の
根
拠
を
有
し
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か

し
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
法
案
は
不
首
尾
に
終
｛
卸
』

「
一
一
○
条
⑪
他
人
の
人
格
を
侵
害
す
る
よ
う
な
事
実
的
性
質
の
主
張
を
な
し
あ
る
い
は
流
布
し
た
者
は
、
他
人
の
求
め
に
応

じ
て
、
直
ち
に
主
張
あ
る
い
は
流
布
さ
れ
た
主
張
と
同
じ
方
法
で
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
可
能
で
な
い
か
あ
る
い
は
妥
当
で
な
い
場

合
に
は
そ
の
他
の
適
当
な
方
法
で
、
他
人
の
応
答
を
公
表
す
る
責
を
負
う
。
そ
の
応
答
は
、
実
状
の
描
写
に
限
ら
れ
、
内
容
お
よ

び
範
囲
に
お
い
て
適
切
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
応
答
に
対
し
て
同
時
に
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
事
実
的
な
陳
述
に
限

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
以
下
の
場
合
に
は
請
求
権
は
存
在
し
な
い
。

１
応
答
が
明
白
に
不
真
実
で
あ
る
場
合
あ
る
い
は
他
の
理
由
か
ら
、
応
答
の
公
表
に
つ
い
て
い
か
な
る
正
当
の
利
益
も
有
し

２
主
張
が
裁
判
手
続
上
な
さ
れ
あ
る
い
は
流
布
さ
れ
た
場
合
、

３
立
法
機
関
の
議
員
の
発
言
あ
る
い
は
立
法
機
関
の
会
議
に
関
す
る
報
道
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
特
別
な
規
定
に
よ

り
そ
の
発
言
あ
る
い
は
報
道
に
対
す
る
責
任
が
免
除
さ
れ
て
い
る
場
合
。

③
権
利
者
が
応
答
の
公
表
を
、
そ
の
主
張
が
公
然
と
な
さ
れ
あ
る
い
は
流
布
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
知
っ
て
後
、
｜
ヶ
月
以

内
に
ま
た
遅
く
と
も
公
然
た
る
伝
達
の
後
三
ケ
月
以
内
に
請
求
し
な
い
場
合
は
、
権
利
者
は
請
求
権
を
失
う
。

凶
応
答
の
公
表
は
、
仮
処
分
手
続
に
よ
っ
て
も
命
ぜ
ら
れ
う
る
。
仮
処
分
は
、
口
頭
弁
論
を
経
ず
に
発
せ
ら
れ
て
は
な
ら
な

い
。
請
求
権
を
危
う
く
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
疎
明
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。
民
事
訴
訟
法
九
二
六
条
は
適
用
さ
れ
な
い
。

⑤
｜
項
に
よ
り
公
表
の
義
務
あ
る
者
が
応
答
を
公
表
し
た
場
合
、
応
答
の
内
容
が
本
質
的
に
真
実
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と

な
い
場
合
、
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な
れ
ば
、
そ
の
者
は
他
の
請
求
権
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
必
要
な
費
用
の
償
還
を
他
人
に
請
求
し
う
る
。

新
聞
、
放
送
あ
る
い
は
映
画
に
よ
っ
て
主
張
が
陳
述
さ
れ
、
あ
る
い
は
流
布
さ
れ
た
場
合
、
特
別
の
理
由
か
ら
、
費
用
の
償
還
が

適
切
で
あ
り
、
公
表
に
よ
っ
て
公
表
義
務
者
に
生
じ
た
損
害
を
超
え
な
い
な
ら
ば
ま
た
そ
の
限
り
で
請
求
権
が
存
す
る
」
（
人
格

権
保
護
法
案
一
条
一
項
に
よ
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
新
二
○
条
）
。

こ
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
○
条
の
新
規
定
案
は
、
ラ
イ
ヒ
新
聞
法
や
当
時
す
で
に
制
定
さ
れ
て
い
た
州
新
聞
法
（
バ
イ
エ
ル
ン
州
新
聞
法
、

（
Ⅱ
）

ヘ
ッ
セ
ン
州
新
聞
法
）
を
参
照
し
て
作
成
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
○
条
案
の
内
容
と
州
新
聞
法
一
一
条
と
は
類
似
点
も

多
い
。
二
○
条
案
の
応
答
請
求
権
も
、
二
条
の
反
論
請
求
権
も
私
法
上
の
請
求
権
と
し
て
通
常
裁
判
所
で
訴
求
さ
れ
う
る
こ
と
。
両

者
と
も
、
保
護
の
対
象
に
つ
い
て
は
事
実
の
伝
達
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
た
者
の
人
格
権
で
あ
る
こ
と
。
被
害
者
は
、
原
則
と
し
て
原

伝
達
と
同
じ
場
所
で
発
言
で
き
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
（
す
な
わ
ち
、
「
武
器
平
等
」
、
「
司
直
に
よ
る
聴
取
」
等
の
思

想
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
）
。
反
論
な
い
し
応
答
の
内
容
は
事
実
の
叙
述
に
限
定
さ
れ
、
ま
た
範
囲
に
お
い
て
適
切
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
。
被
害
者
の
権
利
侵
害
の
有
無
、
原
伝
達
、
反
論
な
い
し
応
答
の
真
実
、
不
真
実
を
問
わ
な
い
こ
と
。
原
伝
達
の
違
法

性
も
有
資
性
も
問
わ
な
い
こ
と
。
一
定
の
事
由
が
反
論
な
い
し
応
答
義
務
の
除
外
事
由
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
請
求
権
に
つ
き
一
定

の
除
斥
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
反
論
な
い
し
応
答
請
求
権
の
履
行
手
続
と
し
て
仮
処
分
手
続
を
利
用
し
う
る
こ
と
。
以
上

の
諸
点
で
、
州
新
聞
法
二
条
の
反
論
請
求
権
と
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
○
条
案
の
応
答
請
求
権
は
一
致
す
る
。

た
だ
し
、
以
下
の
諸
点
は
異
な
る
。
広
告
に
つ
い
て
応
答
な
い
し
反
論
の
許
否
、
費
用
の
有
料
・
無
料
の
問
題
を
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
○
条

案
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
が
、
州
新
聞
法
二
条
の
多
く
は
言
及
し
て
い
る
こ
と
。
反
論
は
読
者
の
手
紙
の
形
式
で
掲
載
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
旨
が
、
州
新
聞
法
一
一
条
で
は
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
○
条
案
で
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
○

条
案
で
は
、
応
答
請
求
権
の
実
現
手
続
と
し
て
仮
処
分
手
続
が
利
用
で
き
る
が
そ
の
際
口
答
弁
論
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
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と
に
な
っ
て
い
る
の
に
反
し
、
州
新
聞
法
で
は
仮
処
分
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
判
決
手
続
は
行
な
わ
れ
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
差
異
点
の
多
く
は
、
こ
の
二
○
条
案
が
、
大
部
分
の
州
新
聞
法
よ
り
も
先
立
っ
て
制
定
さ
れ
た
こ
と
と

関
連
が
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
連
邦
法
務
省
の
大
綱
法
草
案
や
州
内
務
大
臣
会
議
の
統
一
モ
デ
ル
草
案
な
ど
が
出
さ
れ
、

反
論
権
に
関
す
る
議
論
が
一
段
と
深
ま
っ
て
い
く
の
は
、
人
格
権
保
護
法
案
が
廃
案
に
な
っ
て
以
後
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

両
条
に
は
、
よ
り
以
上
に
基
本
的
な
差
異
が
あ
る
。
州
新
聞
法
二
条
の
請
求
権
は
定
期
刊
行
の
印
刷
物
に
対
し
て
原
則
的
に
適
用

さ
れ
る
。
放
送
に
対
し
て
は
、
こ
の
一
一
条
が
、
明
文
の
規
定
（
ご
］
シ
ケ
印
．
①
Ｆ
勺
○
四
ｍ
目
盲
『
昭
》
Ｓ
シ
す
め
．
①
伊
勺
○
ｍ
ｍ
『
｝
旨
）

（
ｕ
）

を
も
っ
て
準
用
さ
れ
、
あ
る
い
は
解
釈
上
、
類
推
適
用
さ
れ
る
。
映
画
に
つ
い
て
も
こ
の
一
一
条
が
、
解
釈
上
類
推
適
用
さ
れ
て
い

（
旧
）
る
。
つ
ま
り
、
州
新
聞
法
一
一
条
は
、
定
期
刊
行
の
印
刷
物
（
新
聞
・
雑
誌
等
）
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
、
映
画
等
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

に
よ
る
事
実
主
張
に
し
か
適
用
さ
れ
な
い
。
こ
れ
に
反
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
○
条
案
は
、
適
用
の
対
象
を
一
般
化
し
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の

み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
「
公
然
た
る
」
事
実
主
張
に
及
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
印
刷
物
の
場
合
も
、
定
期
刊
行
物
に
限
定
さ
れ

（
Ⅱ
）

ず
、
単
行
本
に
よ
る
も
の
で
も
よ
く
、
ま
た
公
の
集
会
で
の
発
言
に
も
適
用
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
応
答
請
求
権
の
規
制
対
象
は
、
定

期
刊
行
の
印
刷
物
の
責
任
編
集
者
な
い
し
発
行
者
対
被
害
者
の
関
係
で
は
な
く
、
各
人
対
各
人
の
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
規

定
が
民
法
典
中
に
置
か
れ
た
根
拠
で
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
応
答
義
務
者
も
、
州
新
聞
法
二
条
で
は
編
集
者
お
よ
び
発
行
者
で
あ
っ

た
の
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
○
条
案
で
は
、
公
然
と
事
実
主
張
を
し
た
各
人
で
あ
る
。
ま
た
、
事
実
主
張
は
、
州
新
聞
法
二
条
で
は
、
あ

る
人
に
つ
い
て
の
伝
達
で
あ
れ
ば
よ
い
の
に
対
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
○
条
案
で
は
、
他
人
の
人
格
を
侵
害
す
る
よ
う
な
事
実
主
張
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（
た
だ
し
、
現
実
の
権
利
侵
害
は
必
要
で
な
い
）
。

両
条
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
州
新
聞
法
二
条
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
○
条
（
案
）
が
適
用
さ
れ
る
限
り
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
さ
れ
て
い

（
旧
）

た
（
民
法
施
行
法
（
Ｅ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
）
五
五
ａ
条
案
）
。
す
な
わ
ち
、
立
法
管
轄
権
限
に
つ
い
て
、
こ
の
法
案
の
起
草
者
は
、
応
答
請
求
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権
に
関
す
る
規
制
は
、
Ｇ
Ｇ
七
四
条
一
号
に
基
づ
き
連
邦
が
競
合
的
立
法
権
を
有
す
る
（
そ
の
場
合
に
は
連
邦
が
優
先
的
に
立
法
権

を
有
す
る
）
、
と
解
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
連
邦
法
務
大
臣
に
よ
り
人
格
権
保
護
法
案
に
対
す
る
鑑
定
を
委
任
さ
れ
た
シ
ィ
ー

レ
（
評
言
一
の
）
は
、
Ｇ
Ｇ
七
五
条
二
号
に
基
づ
き
、
連
邦
は
、
単
な
る
大
綱
立
法
権
限
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
立
場
か
ら

（
旧
）

細
目
を
定
め
た
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
○
条
案
、
お
よ
び
Ｅ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
ａ
条
案
は
、
憲
法
違
反
の
疑
い
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
レ
フ

ラ
ー
（
Ｆ
○
圏
の
『
）
も
同
様
に
連
邦
は
、
新
聞
制
度
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
大
綱
立
法
権
限
し
か
有
し
な
い
と
い
う
立
場
か
ら
、
連

（
Ⅳ
）

邦
法
た
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
○
条
案
が
、
細
目
を
規
定
し
て
い
る
の
は
、
立
法
権
限
の
点
で
疑
義
が
あ
る
旨
主
張
し
て
い
る
。
連
邦
の
大
綱

立
法
権
限
を
根
拠
づ
け
る
た
め
に
は
、
反
論
請
求
権
を
新
聞
に
特
有
の
制
度
と
し
て
、
反
論
請
求
権
の
規
定
が
、
Ｇ
Ｇ
七
五
条
二
号

の
「
新
聞
の
一
般
的
法
律
関
係
」
に
該
当
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
シ
ィ
ー
レ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
根
拠
づ
け

（
皿
）

は
、
理
論
的
、
本
質
的
な
も
の
で
は
な
く
、
沿
革
的
、
比
較
法
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
た
と
え
ば
、

わ
が
国
で
、
立
法
を
考
え
る
際
に
は
、
大
い
に
参
考
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
反
論
権
の
規
定
は
、
連
邦
と
州
の
立

法
権
限
の
問
題
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
、
新
聞
に
特
有
な
も
の
と
し
て
新
聞
法
中
に
置
く
べ
き
か
、
民
法
に
置
く
べ
き
か
は
、
理
論
的
、

本
質
的
に
は
、
ど
ち
ら
も
可
能
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

反
論
請
求
権
の
適
用
対
象
を
一
般
化
す
る
こ
と
と
民
法
に
規
定
す
る
こ
と
は
密
接
な
関
係
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
一
般
化
は
、

問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
単
行
本
や
集
会
で
の
発
言
の
場
合
に
は
、
反
論
に
よ
る
救
済
が
は
た
し
て
効
果
的
か
慎
重
に
考
慮
さ

（
Ⅲ
）

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
単
行
本
の
場
合
に
は
、
挿
入
紙
に
よ
る
反
論
文
が
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
問
題
と
さ
れ
て
い
る
記

述
を
読
ん
だ
読
者
が
、
再
び
同
じ
本
を
購
入
し
て
読
む
可
能
性
は
薄
い
し
、
ま
た
、
版
を
改
め
る
際
に
反
論
文
を
挿
入
す
る
の
で
は
、

迅
速
性
に
欠
け
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
集
会
の
場
合
、
聴
衆
が
特
定
し
ま
た
連
続
し
て
開
催
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
集
会
に
欠
席

し
て
い
る
者
に
は
、
反
論
の
機
会
が
与
え
ら
れ
え
な
い
。
レ
フ
ラ
ー
も
、
反
論
請
求
権
は
、
実
際
上
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
以
外
に
対
し
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１
法
的
性
質

⑪
公
法
上
の
権
利
か
私
法
上
の
権
利
か
反
論
権
の
法
的
性
質
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
公
法
上
の
権
利
か
あ
る
い
は
私
法
上
の

権
利
か
と
い
う
こ
と
が
、
ラ
イ
ヒ
新
聞
法
の
下
で
は
論
じ
ら
れ
た
。
一
方
で
、
同
法
一
九
条
が
、
同
法
二
条
の
反
論
文
掲
載
義
務

違
反
の
場
合
に
刑
罰
を
科
し
て
お
り
、
他
方
で
、
不
履
行
に
対
す
る
私
法
上
の
履
行
請
求
に
つ
い
て
何
ら
規
定
を
有
し
な
か
っ
た
と

い
う
事
情
か
ら
、
そ
の
こ
と
が
争
わ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
問
題
は
、
反
論
請
求
が
行
政
裁
判
所
か
あ
る
い
は
通
常
裁
判
所
の
い
ず
れ

（
別
）

で
訴
求
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
重
要
な
事
柄
に
か
か
わ
っ
て
い
た
。

州
新
聞
法
二
条
は
、
明
文
の
規
定
を
も
っ
て
、
反
論
文
掲
載
不
履
行
の
際
に
通
常
裁
判
所
で
の
履
行
請
求
を
規
定
し
、
反
論
権

が
私
法
上
の
請
求
権
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
習
］
シ
房
・
Ｐ
Ｆ
ｂ
の
）
。
今
日
で
は
、
法
的
性
質
に
関
す
る
争
い
は
、

反
論
請
求
権
の
目
的
お
よ
び
根
拠
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
州
新
聞
法
二
条
の
規
定
の
解
釈
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
。
特
に
、
反
論
請
求
権
が
、
ど
の
範
囲
で
一
般
原
則
を
表
現
し
て
い
る
か
、
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
反
論
請
求
権
は
ど
こ
ま
で
一

（
皿
）

（
卿
）

般
化
し
う
る
か
と
い
う
問
題
に
か
か
わ
る
。
判
例
ｂ
通
説
は
、
反
論
請
求
権
の
目
的
と
し
て
、
人
格
権
の
保
護
を
あ
げ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
、
レ
フ
ラ
ー
等
は
、
人
格
権
の
保
護
以
外
に
、
Ｇ
Ｇ
五
条
一
項
一
文
に
よ
り
保
障
さ
れ
、
第
三
者
効
に
よ
り
私
法
上
の
請

（
別
）

求
権
に
表
現
さ
れ
て
い
る
自
由
な
意
見
発
表
の
権
利
な
い
し
公
的
意
見
形
成
へ
の
参
加
権
の
保
謹
を
も
そ
の
目
的
に
加
え
て
い
る
。

反
論
請
求
権
の
目
的
を
人
格
権
の
保
護
と
す
る
こ
と
は
、
こ
の
制
度
の
起
源
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
反
駁
権
の
趣
旨
や
、
ま
た
、
人
格

権
保
護
法
案
の
考
え
方
と
も
一
致
す
る
。
ま
た
、
一
般
的
人
格
権
の
確
立
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
人
格
権
の
尊
重
と
い
う
時
代
の
趨
勢

に
も
副
う
。
し
た
が
っ
て
、
あ
く
ま
で
主
目
的
は
、
人
格
権
の
保
護
で
あ
り
、
自
由
な
意
見
発
表
の
権
利
等
は
、
目
的
の
一
つ
に
数

（
別
）

て
は
、
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
え
な
い
と
い
う
立
場
で
あ
る
。

口
反
論
請
求
権
の
法
的
性
質
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え
ら
れ
る
と
し
て
も
、
あ
く
ま
で
副
次
的
な
も
の
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

②
反
論
請
求
権
の
法
的
根
拠
川
不
法
行
為
法
（
冨
困
露
・
只
閃
）
不
法
行
為
法
か
ら
反
論
請
求
権
を
導
出
し
よ
う
と

す
る
こ
と
が
た
び
た
び
試
み
ら
仏
趨
』
し
か
し
、
こ
の
見
解
は
妥
当
で
な
い
・
反
論
請
求
権
は
、
原
報
道
の
違
法
性
も
、
有
資
性
も

要
件
と
し
て
い
な
い
し
、
ま
た
原
報
道
に
よ
る
権
利
侵
害
も
要
件
と
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
反
論
請
求
権
は
、
不
法
行
為
の
効
果

と
し
て
の
損
害
賠
償
請
求
権
と
し
て
根
拠
づ
け
ら
れ
え
な
い
。
ま
た
、
違
法
性
も
要
件
と
し
な
い
の
で
、
人
格
権
侵
害
に
基
づ
く
妨

害
排
除
請
求
権
（
官
ｇ
Ｐ
ｍ
（
宙
）
と
し
て
も
根
拠
づ
け
ら
れ
え
な
い
。
反
論
請
求
権
が
違
法
、
有
責
に
拒
絶
さ
れ
た
な
ら
ば
、
も

ち
ろ
ん
、
反
論
文
掲
載
義
務
者
が
不
法
行
為
責
任
を
負
う
こ
と
は
、
肯
定
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
州
新
聞
法
二

条
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
三
条
二
項
の
意
味
に
お
け
る
保
護
法
規
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
麩
麺
←
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
本

来
の
反
論
請
求
権
の
根
拠
と
は
直
接
の
関
係
を
有
し
な
い
。

Ⅲ
人
格
権
判
例
・
通
説
に
よ
れ
ば
反
論
請
求
権
は
、
被
害
者
の
人
格
の
保
護
を
目
的
と
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
の

関
連
で
、
反
論
請
求
権
は
、
Ｇ
Ｇ
ｌ
条
一
項
（
人
間
の
尊
厳
）
と
二
条
一
項
（
人
格
の
自
由
な
発
展
）
か
ら
発
展
さ
せ
ら
れ
た
一
般

的
人
格
権
に
根
拠
を
有
す
る
と
す
る
。
連
邦
通
常
裁
判
所
（
Ｂ
Ｇ
Ｈ
）
も
反
論
請
求
権
を
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
特
別
領
域
に
お
け

る
一
般
的
人
格
権
の
流
出
物
で
あ
る
と
解
し
て
坐
諏
｝
し
か
し
、
そ
れ
自
身
は
、
人
格
権
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
人
格
権
は
絶
・

対
権
だ
が
、
反
論
請
求
権
は
、
責
任
編
集
者
お
よ
び
発
行
者
に
対
し
て
の
み
主
張
し
う
る
相
対
権
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
不
真
実

な
あ
る
い
は
不
完
全
な
）
事
実
の
報
道
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
領
域
は
、
一
般
的
人
格
権
の
一
部
で
あ
る
「
同
一
性
（
国
の
貝
】
威
一
）

の
権
利
」
で
篭
』
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
事
実
の
報
道
に
よ
る
「
人
格
像
の
変
造
」
に
対
抗
す
る
た
め
に
こ
の
請
求
権
が
与
え

（
別
）

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
反
し
、
名
誉
は
必
ら
ず
し
も
保
護
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
と
一
般
に
解
さ
れ
て
い
る
。
た
し

か
に
、
人
格
像
の
変
造
は
、
通
常
、
社
会
的
評
価
の
低
下
を
引
き
起
こ
す
。
し
か
し
、
新
聞
報
道
が
あ
る
人
を
賞
賛
し
、
社
会
的
評
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価
を
高
め
、
し
た
が
っ
て
、
名
誉
侵
害
に
な
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
「
同
一
性
の
権
利
」
を
侵
害
す
る
場
合
に
は
反
論
請
求
権

が
生
ず
る
。
た
と
え
ば
、
人
命
救
助
の
記
事
で
人
違
い
に
よ
り
救
助
者
と
し
て
報
道
さ
れ
た
者
も
、
賞
賛
的
で
社
会
的
評
価
は
低
下

（
別
）

さ
れ
な
い
が
、
人
違
い
を
理
由
に
反
論
し
う
る
。
し
か
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
他
人
の
功
を
横
取
り
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
誤
解

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
場
合
も
社
会
的
評
価
の
低
下
の
お
そ
れ
に
対
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
な

く
も
な
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
名
誉
、
信
用
も
保
護
対
象
に
含
め
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
解
す
る
。
ク
ロ
ィ
ッ
ァ
ー
（
【
『
の
日
の
円
）

（
Ⅲ
）

も
、
名
誉
穀
損
は
、
同
一
性
の
権
利
の
侵
害
の
特
別
な
表
現
型
す
な
わ
ち
、
社
会
的
人
格
像
の
変
造
と
み
な
し
て
い
る
。

一
般
的
に
人
格
権
の
こ
の
領
域
は
、
名
誉
段
損
的
な
事
実
主
張
の
取
消
請
求
権
に
よ
っ
て
も
保
謹
さ
れ
う
る
。
し
か
し
、
こ
の
取

消
請
求
権
は
、
事
実
主
張
の
不
真
実
性
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
迅
速
な
保
謹
に
欠
け
る
。
そ
こ
で
、
立
法
者
は
、

新
聞
の
報
道
が
広
範
囲
の
読
者
に
達
し
、
ま
た
読
者
へ
の
影
響
力
が
大
き
い
こ
と
を
考
慮
し
て
、
被
害
者
に
も
新
聞
の
同
じ
場
所
で

迅
速
に
反
対
事
実
を
主
張
す
る
権
利
を
与
え
て
、
人
格
像
の
変
造
あ
る
い
は
そ
の
お
そ
れ
を
除
去
な
い
し
防
止
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
、
と
解
さ
れ
る
。
人
格
権
か
ら
流
出
す
る
反
論
請
求
権
は
、
必
ず
し
も
人
格
権
の
侵
害
を
要
件
と
す
る
必
要
は
な
い
。
個
人
的
に

当
惑
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
十
分
で
あ
る
。
ま
さ
に
人
格
権
保
護
法
案
の
二
○
条
が
、
反
論
請
求
権
を
規
定
し
た
の

（
羽
）

は
、
こ
の
請
求
権
が
人
格
権
の
有
効
な
保
護
手
段
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
う
る
。

法
人
や
そ
の
他
の
団
体
も
人
格
権
を
有
亦
調
）
し
た
が
っ
て
、
新
聞
に
お
け
る
不
適
切
な
叙
述
に
対
す
る
保
護
を
自
然
人
に
限
定

す
べ
き
理
由
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
反
論
請
求
権
は
、
法
人
や
機
関
（
の
扇
一
一
の
）
に
も
与
え
ら
れ
て
い
る
。

Ⅲ
人
格
権
お
よ
び
自
由
な
意
見
発
表
の
権
利
レ
フ
ラ
ー
は
、
反
論
請
求
権
の
根
拠
と
し
て
人
格
権
の
保
護
と
さ
ら
に
、
も
う

一
つ
の
根
拠
と
し
て
、
Ｇ
Ｇ
五
条
一
項
で
保
障
さ
れ
て
い
る
自
由
な
意
見
発
表
の
権
利
（
な
い
し
公
的
意
見
形
成
へ
の
参
加
権
）
を

（
別
）

あ
げ
て
い
る
。
彼
は
、
意
見
を
発
表
し
た
い
人
に
、
社
会
を
支
配
す
る
報
道
機
関
へ
の
接
近
の
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
、
自
由
な
意
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も
し
、
こ
の
反
論
請
求
権
が
、
証
明
さ
れ
た
真
実
な
内
容
の
反
論
に
よ
る
証
明
さ
れ
た
不
真
実
な
報
道
を
訂
正
す
る
権
利
と
し
て

構
成
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
請
求
権
の
実
現
は
、
事
前
の
裁
判
所
に
よ
る
厳
密
な
判
断
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
、
い
ち
じ
る
し
く
遅

滞
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
遅
滞
し
た
反
論
で
は
、
効
力
が
著
し
く
劣
る
。
す
な
わ
ち
、
報
道
に
接
し
た
人
々
の
も
と
で
、

被
害
者
に
つ
い
て
形
成
さ
れ
よ
う
と
し
、
ま
た
は
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
な
い
し
形
成
さ
れ
た
印
象
を
防
止
し
ま
た
は
除
去
（
無
力
化
、

無
害
化
）
す
る
と
い
う
反
論
の
手
法
は
、
反
論
の
発
表
が
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ
ど
機
能
し
な
く
な
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
人
に
対
す
る
印
象

（
釦
）

が
確
立
し
、
固
定
し
て
か
ら
で
は
、
そ
れ
を
除
去
す
る
の
は
著
し
く
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
そ
の
意
味
で
、
反
論
請
求
権
に

つ
い
て
は
、
救
済
の
迅
速
性
を
確
保
す
る
た
め
、
構
成
上
、
配
慮
さ
れ
て
い
る
）
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
形
式
性
は
、
一
八
二
二
年

ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
弱
）

見
発
表
の
権
利
は
無
意
味
に
な
る
旨
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
有
力
な
反
対
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
フ
ー

プ
マ
ン
（
四
号
日
四
目
）
は
、
自
由
な
意
見
発
表
の
権
利
は
、
防
御
権
で
あ
り
、
誰
に
対
し
て
も
積
極
的
な
行
為
を
義
務
づ
け
え

（
弱
）

な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
レ
フ
ラ
ー
は
、
自
由
な
意
見
発
表
の
権
利
を
、
意
見
形
成
の
自
由
な
い
し
公
的
意
見
形

（
〃
）

成
へ
の
参
加
権
の
承
認
に
よ
っ
て
、
Ｇ
Ｇ
五
条
一
項
一
文
の
意
味
は
単
な
る
防
御
権
を
超
え
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

２
反
論
請
求
権
の
形
式
性

反
論
請
求
権
は
、
形
式
的
性
質
を
有
弘
識
』
人
あ
る
い
は
機
関
が
定
期
刊
行
の
印
刷
物
に
よ
る
事
実
主
張
に
よ
っ
て
当
惑
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
反
論
請
求
権
は
発
生
す
る
。
原
報
道
の
不
真
実
性
も
、
反
論
内
容
の
真
実
性
も
要
求
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

新
聞
は
、
主
観
的
に
反
論
の
内
容
が
不
真
実
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
て
も
、
反
論
文
掲
載
を
拒
否
し
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
州
新

聞
法
一
一
条
の
「
反
論
」
と
い
う
語
は
、
ラ
ィ
ヒ
新
聞
法
二
条
の
「
訂
正
」
よ
り
も
、
反
論
請
求
権
の
形
式
的
性
質
を
よ
り
的
確

に
表
現
し
て
い
る
。
新
聞
は
、
誤
っ
た
報
道
を
「
訂
正
」
す
る
の
で
は
な
く
、
当
惑
者
に
反
対
見
解
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
る
に
す
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②
両
者
の
差
異
点
し
か
し
、
反
論
請
求
権
と
取
消
請
求
権
は
、
本
質
的
に
異
泌
型
』
ま
ず
、
取
梢
請
求
権
は
、
主
張
さ
れ

た
事
実
の
不
真
実
と
原
告
の
側
で
の
事
実
の
主
張
や
流
布
に
よ
る
権
利
侵
害
を
要
件
と
す
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
反
論
請
求
権
の

も
と
で
は
こ
れ
ら
は
要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
反
論
請
求
権
の
実
現
の
た
め
に
は
、
仮
処
分
手
続
以
外
利
用
で
き
な
い
が
、

取
梢
請
求
権
の
場
合
に
は
、
原
則
的
に
は
判
決
手
続
が
使
用
さ
れ
る
。

曰
反
論
請
求
権
と
名
誉
段
損
的
事
実
主
張
の
取
消
請
私
繩

⑪
両
者
の
類
似
点
反
論
請
求
権
は
、
妨
害
排
除
請
求
権
の
一
種
と
し
て
の
名
誉
段
損
的
な
事
実
主
張
の
取
消
請
求
権
と
、

外
面
的
に
見
れ
ば
類
似
点
も
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
新
聞
等
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
の
取
消
で
あ
る
場
合
に
い
え
る
。
両
者
は
、
ま
ず
、
類

似
の
出
発
点
を
有
す
る
。
す
な
わ
ち
、
両
者
と
も
に
問
題
の
原
報
道
を
公
表
し
た
新
聞
等
に
、
被
害
者
の
側
の
請
求
に
よ
り
一
定
の
情
報

を
掲
載
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
。
反
論
請
求
権
の
場
合
は
、
（
権
利
者
Ⅱ
被
害
者
作
成
９
反
論
文
の
掲
載
に
よ
っ
て
、
ま
た
取
消
請
求
権

の
場
合
に
は
、
（
加
害
者
Ⅱ
被
告
に
よ
る
）
取
消
宣
言
あ
る
い
は
、
（
被
害
者
Ⅱ
原
告
に
よ
る
）
判
決
公
表
に
よ
っ
て
な
さ
延
郵
｛

両
者
は
、
目
標
も
ま
た
類
似
す
る
。
す
な
わ
ち
、
原
報
道
に
よ
り
読
者
等
の
も
と
で
生
じ
る
人
格
権
侵
害
（
人
格
像
の
変
造
、
名

誉
・
信
用
段
損
）
的
な
印
象
の
除
去
が
そ
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
。

両
者
は
、
ま
た
有
資
性
を
有
し
な
い
こ
と
、
ま
た
反
論
さ
れ
た
り
、
取
消
さ
れ
た
り
す
る
報
道
は
事
実
主
張
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
、

（
則
）

と
し
て
生
じ
て
く
る
。

の
フ
ラ
ン
ス
の
新
聞
法
の
反
駁
権
で
採
ら
れ
て
以
来
、
ド
イ
ツ
の
各
時
代
の
新
聞
法
で
も
踏
襲
さ
れ
て
き
て
い
る
。

と
は
い
っ
て
も
、
反
論
の
内
容
が
明
白
に
不
真
実
で
あ
る
時
に
は
、
権
利
者
の
側
に
、
反
論
に
つ
き
い
か
な
る
正
当
利
益
も
存
せ

（
側
）

ず
（
皆
］
し
ず
の
。
山
国
罠
・
］
い
わ
○
）
、
義
務
者
は
、
反
論
文
掲
載
を
拒
否
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
信
義
則
か
ら
理
論
的
帰
結

で
一
致
す
る
。
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川
真
実
性
反
論
請
求
権
に
お
い
て
は
、
原
報
道
の
不
真
実
性
も
、
反
論
の
真
実
性
も
要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
。
例
外
的
に
、

一
定
の
国
家
機
関
の
公
開
会
議
に
関
す
る
報
道
に
関
し
て
の
み
、
州
新
聞
法
二
条
五
項
は
、
「
真
実
な
」
報
道
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
と
き
反
論
請
求
権
が
存
し
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
反
論
の
真
実
性
に
つ
い
て
も
、
例
外
的
に
、
判
例
は
、
反
論
の
内

容
が
公
然
の
あ
る
い
は
裁
判
所
に
と
っ
て
よ
く
知
ら
れ
た
不
真
実
の
場
合
に
は
、
信
義
則
を
根
拠
に
、
正
当
利
益
が
な
い
も
の
と
し

て
、
こ
の
請
求
権
を
拒
ん
で
』
誠
』

こ
れ
に
反
し
、
取
消
請
求
権
の
場
合
に
は
、
な
さ
れ
た
主
張
の
不
真
実
性
を
要
件
と
す
る
。
た
だ
し
、
原
告
の
側
で
事
実
主
張
の

不
真
実
性
を
立
証
し
え
ず
、
ま
た
被
告
の
側
も
真
実
性
を
立
証
し
え
な
い
と
き
に
は
、
制
限
的
取
消
が
命
ぜ
ら
れ
、
ま
た
、
事
実
主

張
が
絶
対
的
に
不
真
実
で
は
な
い
が
、
不
完
全
、
一
方
的
、
不
明
瞭
あ
る
い
は
誇
張
的
で
あ
る
場
合
に
は
「
訂
正
、
補
充
」
が
命
ぜ

Ⅲ
違
法
性
反
論
請
求
権
は
、
原
報
道
が
被
害
者
の
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
存
在
す
る
。
こ
れ
に
反
し
、

妨
害
排
除
請
求
権
の
一
と
し
て
の
取
消
請
求
権
は
、
事
実
主
張
に
よ
る
権
利
侵
害
を
要
件
と
す
る
。

Ⅲ
訴
訟
手
続
反
論
請
求
権
は
、
専
ら
仮
処
分
手
続
に
従
っ
て
の
み
実
現
さ
れ
う
る
（
た
だ
し
保
全
の
必
要
の
疎
明
は
必
要
で

な
い
）
（
官
］
シ
房
．
、
Ｐ
ｂ
の
）
。
判
決
手
続
は
利
用
で
き
な
い
。
反
論
請
求
権
は
、
迅
速
性
を
重
視
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に

反
し
、
取
消
請
求
権
は
、
原
則
的
に
判
決
手
続
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
取
消
請
求
権
は
、
仮
処
分
手
続
に
よ

っ
て
も
請
求
さ
れ
う
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
「
暫
定
的
な
取
消
」
と
し
て
、
「
目
下
の
と
こ
ろ
」
、
「
現
時
点
で
は
」
と
い
う
限
定
付

ら
れ
ろ
。

で
取
消
さ
れ
る
。

四
反
論
請
求
権
と
基
本
法

個
人
等
に
認
め
ら
れ
た
反
論
請
求
権
は
、
出
版
の
自
由
（
シ
『
一
・
ｍ
シ
房
・
］
の
四
薗
国
の
○
）
を
掲
載
強
制
な
い
し
公
表
強
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制
に
よ
っ
て
制
限
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
州
新
聞
法
二
条
の
合
憲
性
が
問
題
と
な
る
。

Ⅲ
Ｇ
Ｇ
五
条
二
項
の
「
一
般
法
律
（
＆
の
巴
一
用
臼
の
盲
目
Ｐ
、
§
の
）
新
聞
の
自
由
を
含
め
て
、
五
条
一
項
で
保
障
さ
れ

た
基
本
権
は
、
同
二
項
の
「
一
般
法
律
」
に
よ
る
制
限
が
許
さ
れ
て
い
る
。
「
一
般
法
律
」
に
は
、
各
人
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
規

（
鮒
）

範
だ
け
で
な
く
、
一
定
の
生
活
領
域
（
た
と
え
ば
新
聞
制
度
）
に
関
わ
る
規
範
も
含
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
。（
〃
）

般
法
律
」
は
、
立
法
者
の
意
図
か
ら
見
て
、
基
本
権
の
制
限
で
は
な
く
、
他
の
法
益
の
保
護
が
意
図
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

「｜股法律」という要件は、州新聞法二条によって満たされていると解されて』誠）つまり、州新聞法一一
条
に
よ
っ
て
、
基
本
法
上
保
障
さ
れ
て
い
る
法
益
、
す
な
わ
ち
人
格
権
（
胃
（
・
］
応
○
○
を
根
拠
に
し
て
い
る
）
、
さ
ら
に
レ

フ
ラ
ー
に
従
え
ば
自
由
な
意
見
発
表
の
権
利
（
胃
芹
・
、
シ
房
・
］
の
凹
薗
］
（
ち
）
が
保
護
さ
れ
て
い
る
。
新
聞
の
自
由
を
行
使

す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
権
利
の
侵
害
の
お
そ
れ
と
危
険
を
も
た
ら
す
。
し
た
が
っ
て
新
聞
の
自
由
を
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、

こ
れ
ら
の
基
本
権
を
保
護
す
る
目
的
で
州
新
聞
法
二
条
が
存
在
す
る
、
と
解
さ
れ
て
い
る
。

②
五
条
一
項
と
二
項
の
関
係
Ｇ
Ｇ
五
条
一
項
の
基
本
権
が
、
二
項
の
「
一
般
法
律
」
に
よ
っ
て
一
方
的
に
制
限
さ
れ
る
と

す
る
と
、
一
項
の
基
本
権
の
保
障
は
、
空
洞
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
（
国
ご
曾
扇
）
は
、
そ
の
リ
ュ
ー
ト
判

酎
）

決
（
口
）
夢
占
風
の
一
一
）
に
お
い
て
、
基
本
権
と
「
一
般
法
律
」
と
の
対
立
関
係
は
、
「
｜
般
法
律
」
が
基
本
権
の
効
力
を
一
方
的
に

制
限
す
る
と
解
す
べ
き
で
は
な
く
、
基
本
権
に
よ
る
「
一
般
法
律
」
の
制
限
〔
「
相
互
作
用
」
（
三
門
房
の
一
三
冒
冒
、
）
〕
も
あ
る

旨
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
は
、
「
三
股
法
律
』
は
、
た
し
か
に
規
定
上
は
基
本
権
に
対
し
て
制
限
を
与
え
る
。

し
か
し
、
他
方
、
自
由
な
民
主
主
義
国
家
に
お
い
て
は
、
『
一
般
法
律
』
は
、
こ
の
基
本
権
の
価
値
設
定
的
な
意
味
に
基
づ
い
て
解

釈
さ
れ
、
ま
た
基
本
権
を
制
限
す
る
と
い
う
三
股
法
律
』
の
効
果
そ
の
も
の
に
お
い
て
、
再
び
制
限
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
述
べ
て
い
る
。
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こ
の
原
理
は
、
州
新
聞
法
の
二
条
の
形
成
に
際
し
て
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
定
期
刊
行
の
印
刷
物
、
当
惑
さ
れ
た
こ

と
、
事
実
主
張
、
適
切
な
範
囲
、
事
実
に
限
定
さ
れ
た
反
論
、
正
当
利
益
と
い
う
反
論
請
求
権
の
構
成
要
件
的
限
定
に
よ
っ
て
一
方

で
は
、
個
人
法
益
の
効
果
的
な
保
護
が
達
成
さ
れ
る
が
、
ま
た
同
時
に
、
保
護
目
的
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
程
度
以
上
に
は
、
新
聞
の

（
別
）

自
由
を
制
限
し
な
い
。
結
局
、
州
新
聞
法
一
一
条
は
、
合
憲
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。

注

（
１
）
以
下
の
叙
述
は
、
巨
昌
の
『
・
目
Ｐ
の
・
国
］
＆
．
》
湧
く
。
□
の
箸
四
一
一
・
○
の
ｍ
の
目
閏
切
一
の
一
一
§
ぬ
の
『
円
三
口
目
宛
一
浮
一
・
［
『
の
己
］
『
》
、
の
『
一
旨
．

】
召
璽
・
印
・
農
・
》
【
『
の
目
の
『
・
Ｂ
Ｐ
ｍ
・
巴
竃
・
切
夷
ｚ
の
宮
⑩
。
三
一
」
白
の
［
口
の
⑩
の
①
『
円
亘
一
一
・
二
の
Ｐ
、
の
且
閏
印
篇
一
一
目
、
の
：
、
己
目
・
ロ
ｂ
一
ｍ
ｍ
・
・

爵
曰
目
『
囚
】
＆
『
．
ｍ
・
国
農
・
》
巨
冨
の
『
、
四
・
六
の
『
・
四
目
』
目
・
ゴ
ロ
研
で
『
の
、
の
①
『
の
・
ず
蕨
・
言
目
苣
の
Ｐ
］
①
『
Ｐ
の
．
』
ｇ
【
・
に
依
っ
た
。

（
２
）
巨
昌
の
『
・
淳
の
、
印
の
『
円
三
・
の
．
⑭
局
．

（
４
）
【
『
の
ロ
園
の
『
ご
■
口
Ｐ
の
。
巴
廟
。

（
５
）
基
本
法
一
二
三
条
一
項
は
、
「
連
邦
議
会
集
会
以
前
の
法
は
、
こ
の
基
本
法
と
抵
触
し
な
い
か
ぎ
り
存
在
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

（
６
）
、
四
・
の
ご
Ｉ
乏
堂
門
耳
の
ロ
ウ
の
【
ぬ
『
］
』
。
］
・
］
①
③
←
可
の
○
厘
の
②
看
演
０
四
○
一
ｍ
（
の
一
口
ご
－
℃
。
①
。
】
①
①
←
軸
四
画
『
□
ず
■
『
ぬ
。
』
②
。
］
・
］
垣
の
、
》
国
『
の
『
ロ
の
ロ
・

扇
・
函
・
］
①
＠
ｍ
》
ｚ
』
の
。
①
『
、
四
℃
ぎ
ぃ
の
口
や
、
』
・
四
・
］
ロ
の
、
》
の
四
四
ユ
、
ロ
ロ
・
］
』
。
、
。
＄
⑥
、
》
”
こ
の
一
口
一
ｍ
二
二
０
．
『
患
山
一
い
草
』
一
・
。
。
』
①
①
、
》
国
の
『
ニ
ロ
ご

］
、
。
。
。
】
忠
、
》
四
の
印
印
の
ご
》
向
『
ぬ
蝉
ロ
⑬
目
困
』
の
⑩
○
の
⑪
の
獄
の
⑪
『
・
巴
・
］
』
・
］
誤
Ｐ
』
二
『
◎
す
巳
の
三
○
ぐ
の
一
一
の
『
Ｃ
ロ
〕
圏
・
凶
・
］
器
①
》

二
Ｃ
ａ
『
胃
ヨ
ー
ミ
の
⑪
一
司
一
の
ロ
》
Ｅ
・
□
・
］
垣
＄
．

（
７
）
Ｅ
雪
の
『
》
Ｂ
Ｐ
の
．
』
魚
・
に
詳
し
い
。

グー、「－，

３２
知.’、＝’

回
ワ
ユ
。
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（
野
）
函
：
ロ
】
目
ロ
・
ｇ
Ｐ
ｍ
・
山
『
画
】
◎
茸
。
‐
司
式
＆
『
－
，
参
可
『
ず
『
．
ご
・
の
冒
冒
】
・
勺
の
『
の
ｇ
］
－
８
戸
の
茸
⑪
‐
ロ
且
回
胃
ぐ
円
一
の
薗
目
、
の
。

（
”
ご
回
ロ
曰
。

（
Ｍ
ご
［
閉
再
四
国
⑪
》
の
。
②
公
帛
・

（
脇
）
人
柊
糧
保
護
法
案
二
条
二
項
に
よ
り
、
Ｅ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
五
五
ａ
条
が
同
時
に
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

（
眼
皿
）
諺
．
、
。
旨
］
の
．
凶
ご
―
―
『
の
。
言
一
一
、
声
の
『
勺
の
『
８
コ
］
一
。
房
の
】
厨
の
呂
巨
冨
巨
目
の
『
目
尉
朋
の
肩
・
】
ご
印
、
。
冨
一
の
、
函
５
円
・

勺
の
【
、
○
口
］
】
◎
房
の
茸
⑪
の
、
冒
冒
目
二
勺
『
の
い
い
の
芽
の
一
彦
の
鳶
．
○
■
一
画
◎
鷺
の
ロ
ョ
ン
ロ
津
『
品
の
：
⑩
国
目
□
の
⑩
旦
貝
②
一
の
『
⑪
：
『
百
ｍ
胃

の
『
の
画
茸
の
（
『
◎
ロ
ー
西
山
ロ
⑩
餌
巨
す
の
『
ロ
ロ
ロ
ン
』
○
一
［
、
○
ず
毎
一
の
ご
Ｓ
臼
・
の
。
、
←
【
｛
・

（
Ⅳ
）
厘
昌
の
『
・
ロ
】
の
、
の
。
①
ロ
丙
の
□
ぬ
の
、
の
ロ
ロ
の
回
向
ロ
ワ
苫
『
帛
旦
の
の
勺
の
『
の
。
島
◎
ず
穴
の
一
扇
’
ロ
且
固
豈
『
の
。
、
○
冒
蔚
の
⑪
》
ご
胃
四
四
Ｐ
、
．
⑭
Ｐ

（
皿
）
の
ロ
ゴ
巨
の
Ｃ
四
四
Ｐ
の
。
ｇ
電
・

（
卿
）
人
格
櫓
保
護
法
案
の
理
由
書
（
、
の
、
『
陣
ロ
：
烏
）
、
ご
鷺
四
面
Ｐ
の
。
②
負
・

（
即
）
げ
び
量
の
『
ご
国
白
雪
⑭
Ｐ
、
．
ｇ
・

（
Ⅲ
）
巨
富
の
『
一
四
四
Ｐ
の
・
函
局
寓
・
印
］
冑
す
曰
目
ロ
》
ｇ
Ｐ
ｍ
・
ヨ
】
烏
・
》
巨
昌
の
『
、
幻
一
・
【
の
『
・
目
Ｐ
、
．
－
ｓ
廟
．

（
８
）
》
］
］
□
の
『
三
斉
昼
の
胃

（
９
）
バ
イ
エ
ル
ン
州
新
聞
法

（
Ⅲ
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

（
Ⅱ
）
［
扇
厨
＄
・
の
・
忠
・

（
阻
）
ご
融
薗
圏
。
ｍ
・
ｇ
ｏ
》

令
皿
）
〔
「
浄
芹
四
国
＠
℃
の
・
の
騨
》

（
Ｍ
ご
［
閉
再
四
国
Ｐ
の
。
』
』
馬
。

》
］
］
□
の
『
冨
且
の
一
一
の
貝
葛
日
、
の
ヨ
の
⑪
勾
冒
【
局
品
田
§
の
②
．
■
尋
の
一
一
の
『

バ
イ
エ
ル
ン
州
新
聞
法
は
例
外
、
》
］
画
一
ｏ
｝
Ｆ
叉
〉
、
ど
の
日
参
照
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
斉
藤
博
・
人
格
権
法
の
研
究
一
二
五
頁
以
下
参
照
。

出
回
す
『
９
．
ｐ
Ｑ
ｇ
Ｐ
ｍ
・
署
四
角
・
］
Ｃ
の
冨
囚
一
一
・
四
ｍ
Ｐ
、
。
］
竃
・

開
門
ロ
ケ
『
ロ
四
ロ
ロ
マ
ｍ
ｍ
Ｐ
の
。
②
『
←
厨

回
昌
亀
巨
『
［
（
］
垣
＄
）
．
な
お
、
［
、
ご
雪
の
【
》
ロ
ロ
Ｐ
の
．
ｓ
『
参
照
。
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（
別
）
四
百
つ
目
四
コ
。
】
四
四
Ｐ
の
。

（
釦
）
Ｐ
α
墨
の
『
》
□
閉
じ
の
①
、
の
。

（
、
皿
）
【
『
の
巨
薗
の
『
】
四
四
Ｐ
の
。
⑪
Ｐ

（
羽
）
Ｈ
芭
圏
の
『
・
勺
『
の
⑫
の
①
『
の
ロ
ヨ
ー

（
羽
）
法
人
そ
の
他
の
団
体
の
人
格
」

（
弧
）
戸
）
勇
一
の
『
・
石
『
の
冊
の
『
の
○
ず
｛
・
’

（
羽
）
四
百
つ
目
四
目
・
ｇ
Ｐ
ｍ
・
曽
禺
．

（
函
）
○
Ｒ
ｂ
【
○
一
コ
マ
ｚ
］
三
】
⑫
⑤
国
っ
の
。
］
』
《
。
》
こ
こ
一
冨
豆
三
］
三
」
⑪
＆
。
ｍ
・
田
②
。

（
冊
）
。
［
【
〕
『
国
鳥
（
ロ
『
芹
・
Ｚ
］
三
］
患
Ｐ
の
．
ｇ
忠
一
［
ご
廟
一
①
『
一
四
四
Ｐ
の
・
巴
②
．

（
〃
）
、
○
四
．
三
］
ヨ
］
＠
＄
・
の
。
］
臼
》
国
○
四
・
二
】
二
＄
＄
．
、
．
一
一
閉
．

（
加
如
）
【
円
の
ロ
Ｎ
⑥
『
》
口
囚
Ｐ
の
・
の
』
［
・
『
炉
。
【
ロ
の
ｎ
ｐ
Ｄ
ｍ
⑩
ご
○
の
、
の
。
」
四
『
の
言
の
一
一
直
ご
ｍ
印
『
の
。
茸
ロ
ヨ
ニ
の
『
国
ロ
ロ
□
の
叩
『
の
ロ
ロ
ヮ
ー
爵
Ｄ
ｍ
ｐ
蘭
ｏ
ｚ
ｍ
ｐ
ｇ
》

一
目
巨
富
の
『
、
○
○
一
⑩
○
口
胆
、
可
『
冒
穴
・
□
■
⑩
○
の
、
の
ロ
：
『
の
己
一
目
的
閂
の
・
三
旨
同
色
『
・
日
’
三
○
ｍ
一
一
・
房
の
芦
の
ロ
。
の
【
出
口
【
日
・
己
⑪
】
の
【
目
卯

の
・
圏
『
帛
冒
ケ
ョ
四
目
・
ｍ
ｍ
Ｐ
い
・
笥
国
・
》
勺
・
の
、
百
三
の
ａ
ヨ
の
『
・
ロ
、
、
勺
の
Ｈ
ｍ
ｄ
ｐ
一
一
○
房
の
一
筋
『
の
○
鷺
ご
』
円
：
巳
⑩
＆
の
ゴ

ロ
一
ぐ
一
一
『
の
ロ
ゴ
扇
。
『
』
ご
こ
ご
ｍ
・
国
の
二
一
コ
Ｕ
］
④
ヨ
ヨ
ロ
の
。
四
一
つ
。

（
別
）
＆
圏
曾
、
国
（

加
権
を
あ
げ
て
い
る
。

已
日
○
ず
三
四
の
い
の
ロ
ョ
の
臼
ｇ
》
三
国
■
ｇ
の
Ｐ
ろ
＄
・
の
．
『
①
曰
団
・
国
の
二
の
．
□
の
『
ぬ
呂
巨
冨
已
の
『
勺
の
『
の
。
。
’
】
呂
云
の
】
｛
』
の
『
回
可
『
の
ｐ
ｐ
ｑ
こ
の
⑪

三
『
蘭
。
ｇ
〔
昌
呂
目
宛
巨
厳
の
旨
】
勺
国
ご
囚
胃
の
⑤
三
・
弓
回
す
－
．
ｍ
の
。
．
］
患
Ｐ
の
．
］
忠
｛
・
》
【
『
の
目
の
『
・
ｇ
Ｐ
ｍ
・
忠
電
．
な
お
、

夛
毎
『
蘭
○
ず
四
量
一
○
房
。
宛
巨
厳
の

判
例
に
つ
い
て
は
注
（
〃
）
参
照
。

伊
。
（
酉
の
『
や
勺
『
の
⑫
の
①
『
の
ロ
ゴ
〔
や
ｍ
・
国
］
』
・

法
人
そ
の
他
の
団
体
の
人
格
権
に
つ
い
て
は
、
餌
５
日
目
。
．
ｇ
Ｐ
の
．
⑭
認
〔
・

臣
勇
一
の
『
》
石
『
の
、
、
の
『
の
。
耳
．
ｍ
・
巴
←
『
［
ご
雪
の
『
、
ヨ
。
【
の
『
・
ｇ
Ｐ
の
．
』
Ｓ

巨
菖
の
［
、
国
。
【
の
【
・
Ｂ
Ｐ
の
．
］
Ｓ
は
自
由
な
意
見
発
表
の
権
利
、
曰
国
の
『
》
、
》
『
の
⑪
叩
の
『
の
。
三
・
ｍ
・
巴
心
は
、
公
的
意
見
形
成
へ
の
参

■
の
①
、
の
ど
二
ｍ
『
里
の
ニ
ロ
コ
ぬ
い
『
の
○
ず
芹
。

一
口
□
の
『
、
ｐ
ｐ
ｑ
の
⑩
『
の
ロ
ロ
三
一
六
口
の
ロ
蕨
○
三
四
口
ロ
や
四
四
Ｐ
の
・
国
②
。

参
照
。

永
□
同
旨
。
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（
醒
山
）
ロ
ケ
』
。

（
理
⑭
）
用
閂
巨
ウ
ロ
】
ロ
ロ
ロ
①
ｍ
ｍ
Ｐ
の
。
②
『
国
・

（
訂
）
巨
菖
の
『
、
国
鳥
の
『
・
囚
、
Ｐ
の
．
］
］
］
・

（
釦
）
Ｒ
ひ
圏
の
『
亨
弔
》
『
の
⑩
⑩
の
『
の
。
旨
・
の
．
皀
田
・

（
羽
）
【
『
の
巨
頃
の
『
写
凹
凹
Ｐ
の
。
⑪
、
【
・

（
ｍ
ｗ
）
国
の
因
二
三
】
二
一
】
垣
望
》
の
。
］
冨
心
可
已
。
『
・
の
。
ｍ
①
函
・

（
鯏
迦
）
円
戟
【
色
の
氏
・
勺
『
の
⑪
⑪
の
『
の
○
す
芹
や
の
。
』
］
①
。

（
岨
）
ｚ
の
ロ
、
ロ
三
国
ロ
山
口
Ｐ
、
。
』
『
寵
・
『
、
○
百
三
の
『
□
曰
の
【
ご
ロ
山
Ｐ
の
。
い
い
罠
・

（
鯛
）
判
決
公
表
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
名
誉
穀
損
的
主
張
の
取
梢
請
求
権
に
つ
い
て
」
琉
大
法
学
一
一
五
号
三
二
頁
以
下
参
照
。

（
岨
）
巨
菖
の
『
、
国
ｎ
戸
の
『
》
ｇ
Ｐ
ｍ
・
一
ざ
・

乍
鋤
）
、
○
国
マ
ヱ
］
言
］
③
置
已
、
・
二
選
》
】
患
「
》
の
。
□
Ｓ
》
［
ご
己
の
『
ご
用
）
『
の
⑪
ｍ
の
『
の
。
茸
・
⑫
・
曽
田
・

（
鮒
）
冒
昌
の
『
、
国
、
汚
の
門
・
目
Ｐ
の
。
】
］
］
可
三
目
目
、
］
〕
津
『
扇
、
国
の
『
国
。
ｍ
・
用
〈
Ｃ
日
『
ロ
の
己
薗
『
目
日
の
『
白
目
い
の
⑫
の
盾
・
←
・
」
ざ
酉
：

言
ご
己
Ｃ
彦
の
Ｐ
］
召
９
ｍ
・
】
仁
・

（
〃
）
［
猷
圏
の
【
、
四
○
六
の
『
》
目
Ｐ
の
．
二
一
・

耐
》
）
巨
三
の
『
、
四
・
宍
の
旦
息
Ｐ
の
．
」
］
函
・

（
⑲
）
、
こ
の
［
宍
》
ロ
ョ
マ
の
・
国
□
⑭
。

（
別
）
口
）
圏
の
［
、
囚
。
【
の
『
・
ｇ
Ｐ
⑭
．
｜
肩
．
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請
求
権
者
は
、
定
期
刊
行
の
印
刷
物
中
で
伝
達
さ
れ
た
事
実
主
張
に
よ
り
当
惑
さ
せ
ら
れ
た
「
人
あ
る
い
は
機
関
（
の
旦
一
の
）
」
で

あ
る
（
ご
］
鈩
冨
・
］
。
」
・
蜜
◎
シ
す
⑩
．
］
Ｐ
宅
の
）
。

川
人
あ
る
い
は
機
関
（
の
区
一
の
）
広
範
囲
の
者
に
新
聞
の
公
表
に
対
す
る
保
護
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
の
で
、
人
あ
る
い

（
１
）

は
機
関
と
い
う
概
念
は
、
広
く
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
人
」
は
、
自
然
人
お
よ
び
法
人
の
み
で
な
く
、
ま
た
、

商
法
上
の
組
合
（
合
名
会
社
、
合
資
会
社
）
、
民
法
上
の
組
合
、
法
人
格
な
き
社
団
の
よ
う
な
団
体
も
含
む
と
解
さ
れ
る
。
と
い
う

の
は
、
こ
れ
ら
も
、
社
団
（
法
人
）
の
よ
う
に
名
称
を
も
っ
た
共
同
体
（
○
の
日
の
旨
い
呂
島
）
と
し
て
、
法
的
交
渉
に
参
加
し
、
ま
た

す
）

そ
れ
に
よ
っ
て
同
じ
く
州
新
聞
法
一
一
条
の
保
護
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

「
機
関
（
、
訂
一
行
）
」
は
、
行
政
の
担
い
手
（
と
く
に
、
官
庁
だ
け
で
な
く
そ
の
他
の
社
団
へ
法
人
ｖ
、
た
と
え
ば
地
方
公
共

（
３
）

団
体
、
施
設
た
と
え
ば
放
送
施
設
、
郡
貯
蓄
銀
行
、
研
究
所
）
な
い
し
そ
の
行
為
機
関
（
す
目
・
の
一
口
：
。
『
ぬ
ｇ
の
）
で
あ
る
。
ラ

ィ
ヒ
新
聞
法
一
一
条
は
「
関
係
官
庁
あ
る
い
は
私
人
（
の
曰
の
ワ
の
（
の
一
一
垣
の
。
篇
皀
三
ｏ
言
屏
ｇ
ａ
の
８
の
『
宅
１
ぐ
９
円
『
⑪
○
口
）
」

を
権
利
者
と
し
て
い
た
が
、
こ
れ
よ
り
も
現
行
の
「
人
あ
る
い
は
機
関
（
＆
の
勺
の
扇
８
８
の
『
の
訂
一
一
の
）
」
は
概
念
上
広
い
。
つ

ま
り
、
人
は
、
法
人
を
含
む
点
で
私
人
よ
り
も
広
く
機
関
（
、
符
一
行
）
は
、
官
庁
以
外
に
、
社
団
法
人
、
施
設
、
財
団
法
人
等
を

（
４
）

含
む
点
で
、
官
庁
よ
り
も
広
い
概
念
で
あ
る
。

Ⅲ
当
惑
者
（
烏
『
、
の
（
８
詳
口
の
）
反
論
請
求
権
は
、
新
聞
報
道
に
よ
り
当
惑
さ
せ
ら
れ
た
者
に
の
み
帰
属
す
る
。
す
べ

て
の
読
者
が
間
違
っ
て
い
る
と
考
え
る
報
道
に
対
し
て
反
論
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
新
聞
に
と
っ
て
耐
え
ら
れ
な

１
請
求
権
者

三
反
鏑
請
求
権
の
成
立
要
件

Ｈ
請
求
権
者
と
掲
載
義
務
者
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死
者
が
報
道
さ
れ
た
場
合
に
は
問
題
が
生
ず
る
。
ま
ず
、
死
者
の
た
め
に
、
相
続
人
が
反
論
請
求
権
を
有
す
る
か
ど
う
か
は
議
論

（
８
）

の
余
地
が
あ
る
。
反
論
請
求
権
は
、
一
身
専
属
権
で
あ
る
の
で
、
相
続
さ
れ
え
な
い
と
考
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
レ
フ
ラ
ー
は
、

被
相
続
人
に
言
及
す
る
報
道
は
、
間
接
に
相
続
人
に
も
言
及
し
て
い
る
の
で
、
反
論
請
求
権
は
、
相
読
人
に
原
始
的
に
帰
属
す
る
、

（
９
）

と
解
す
る
。
す
な
わ
ち
、
相
続
人
と
い
う
よ
り
も
、
死
者
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
一
定
範
囲
の
近
親
者
が
、
間
接
的
な
被
害
者
と
し
て
、
固

有
の
反
論
権
を
持
つ
と
解
し
て
い
る
（
い
わ
ゆ
る
間
接
保
護
説
）
。
こ
れ
以
上
に
、
死
者
自
身
が
反
論
請
求
権
を
有
す
る
か
ど
う
か

は
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
論
じ
た
文
献
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
問
題
は
、
死
者
に
人
格
権
の
存
続
を
認
め
、
（
皿
）

侵
害
行
為
の
不
作
為
的
救
済
を
承
認
す
る
判
例
、
通
説
の
理
論
が
、
反
論
請
求
権
に
対
し
て
も
拡
大
可
能
か
ど
う
か
の
問
題
で
あ
ゑ

反
論
請
求
権
が
、
人
格
権
（
特
に
、
同
一
性
、
名
誉
・
信
用
）
の
保
護
機
能
を
有
し
、
人
格
権
に
根
拠
を
有
す
る
権
利
だ
と
い
う
点
か

ら
す
る
と
、
死
者
の
人
格
権
の
理
論
を
反
論
権
に
も
拡
大
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
筆
者
は
、
反
論
請
求
権
は
、
人
格
権
を
主
と

し
て
保
護
し
、
ま
た
人
格
権
に
主
た
る
根
拠
を
有
す
る
権
利
だ
と
解
す
る
（
意
見
発
表
の
自
由
は
、
保
護
の
対
象
、
法
的
根
拠
と
し

（
５
）

い
負
担
と
な
る
。
当
惑
者
Ⅱ
被
害
者
は
、
そ
の
利
益
領
域
を
ｌ
直
接
あ
る
い
は
間
接
に
（
》
］
・
弓
の
国
口
唇
の
『
ロ
は
「
直
接
に
」
と
限

定
さ
れ
て
い
る
）
ｌ
新
聞
報
道
に
よ
り
侵
害
さ
れ
あ
る
い
は
個
人
的
に
言
及
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
る
。

誰
が
、
間
接
的
な
被
害
者
（
た
と
え
ば
、
報
道
で
直
接
に
取
扱
わ
れ
た
人
の
友
人
、
家
族
、
職
業
上
の
同
僚
な
ど
）
と
し
て
考
慮

さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
個
々
の
事
例
で
は
、
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
そ
の
配
偶
者
に
つ
い
て
名
誉
毅
損
的
な

事
実
主
張
を
公
表
さ
れ
た
人
（
妻
を
売
春
婦
と
呼
ば
れ
た
夫
）
は
、
間
接
的
な
被
害
者
で
あ
り
、
直
接
の
被
害
者
（
妻
）
と
同
様
に

（
６
）

反
論
請
求
権
を
有
す
る
。
言
及
さ
れ
た
者
の
親
族
、
友
人
等
に
間
接
被
害
者
と
し
て
反
論
請
求
権
を
帰
属
さ
せ
る
た
め
に
は
、
少
な

く
と
も
、
原
報
道
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
者
の
利
益
へ
の
間
接
の
言
及
が
あ
る
ほ
ど
、
特
別
に
親
密
で
密
接
し
た
関
係
が
要
求
さ
れ
な

（
７
）

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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Ⅲ
責
任
編
集
者
お
よ
び
発
行
者
反
論
文
の
掲
載
義
務
者
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
事
実
主
張
を
な
し
た
印
刷
物
の
責
任
編

集
者
お
よ
び
発
行
者
で
あ
る
（
蜜
］
シ
房
・
」
５
℃
の
）
。
こ
の
点
は
、
す
べ
て
の
州
新
聞
法
に
つ
い
て
一
致
す
る
。
こ
の
点
で
も
、

て
あ
く
ま
で
副
次
的
で
あ
る
）
立
場
か
ら
、
死
者
に
も
反
論
請
求
権
を
肯
定
す
べ
き
だ
と
解
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
権
利
は
、
死
者

の
一
定
範
囲
の
近
親
者
、
お
よ
び
死
者
に
よ
り
生
前
に
指
定
さ
れ
た
者
に
よ
り
代
位
行
使
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

事
実
の
報
道
に
よ
る
当
惑
は
、
さ
ら
に
個
人
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
単
に
、
一
般
的
な
利
益
領
域
に
影
響
を
与
え
る
事
実
の

陳
述
（
た
と
え
ば
、
「
労
働
者
」
、
「
芸
術
家
」
に
関
す
る
報
道
）
の
場
合
に
は
、
反
論
請
求
権
は
与
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
個

人
的
で
あ
る
と
言
え
る
た
め
に
は
、
被
害
者
は
、
新
聞
で
名
前
を
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
を
要
せ
ず
、
客
観
的
な
観
点
（
「
公
平
な
読
者
」

（
Ⅱ
）

の
観
点
）
か
ら
、
言
及
さ
れ
て
い
る
の
が
誰
で
あ
る
か
が
分
れ
ば
十
分
で
あ
る
。

「
当
惑
さ
れ
た
」
は
、
必
然
的
に
は
「
攻
撃
さ
れ
た
（
ｍ
ご
鴨
、
１
濡
口
）
」
あ
る
い
は
「
傷
つ
け
ら
れ
た
（
ぐ
の
１
の
国
）
」
を
意

味
し
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
賞
賛
す
る
言
及
に
対
し
て
も
、
反
論
請
求
権
を
有
す
る
。
た
と
え
ば
、
人
違
い
の
結
果
、
間
違
っ

て
人
命
救
助
者
と
し
て
新
聞
に
報
道
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
間
違
わ
れ
た
人
は
、
反
論
請
求
権
を
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
惑
者
は
、

被
害
者
よ
り
も
概
念
上
広
い
。

被
害
者
が
多
数
い
る
場
合
に
は
、
請
求
権
は
、
各
人
に
帰
属
す
る
。
と
い
う
の
は
、
反
論
請
求
権
は
、
一
身
専
属
権
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
反
論
の
内
容
が
本
質
的
に
繰
り
返
え
さ
れ
る
と
き
に
も
ま
た
、
す
べ
て
の
反
論
文
の
公
表
を
義
務
づ
け
ら
れ
る

か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
こ
と
を
肯
定
す
る
と
、
新
聞
は
耐
え
ら
れ
な
い
繰
り
返
し
掲
載
の
負
担
を
負
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
、
）

し
た
が
っ
て
、
全
く
同
じ
繰
り
返
し
の
場
合
に
は
、
新
聞
は
そ
の
掲
載
を
拒
否
す
る
正
当
利
益
が
あ
る
。
そ
れ
に
反
し
、
一
番
目
の

（
Ｂ
）

反
論
文
の
掲
載
後
で
も
、
二
番
目
の
反
論
文
が
他
の
事
実
を
新
し
い
説
明
で
表
現
し
て
い
る
時
に
は
、
新
聞
は
拒
否
し
え
な
い
。

２
掲
載
義
務
者
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州
新
聞
法
一
一
条
一
項
は
、
義
務
者
を
「
責
任
編
集
者
」
の
み
に
限
定
し
て
い
た
ラ
イ
ヒ
新
聞
法
三
条
一
項
よ
り
拡
大
し
、
反
論

文
請
求
権
を
強
化
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。（
Ⅲ
）

両
義
務
者
は
連
帯
債
務
者
の
関
係
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
請
求
権
者
は
、
責
任
編
集
者
あ
る
い
は
発
行
者
の
い
ず
れ
か
を
相
手
と

（
旧
）

す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
確
実
性
の
理
由
か
ら
、
こ
の
両
者
を
と
も
に
相
手
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
掲
載
義
務
の
履
行
責
任
も
、

連
帯
債
務
者
と
し
て
、
責
任
編
集
者
お
よ
び
発
行
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
全
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
。

叩
義
務
者
の
交
替
原
報
道
が
公
表
さ
れ
て
後
、
反
論
が
掲
載
さ
れ
る
ま
で
に
、
掲
載
義
務
者
の
側
で
交
替
が
あ
っ
た
時
に

は
、
誰
が
義
務
者
と
な
る
か
。
通
説
は
、
反
論
が
掲
載
さ
れ
る
新
聞
・
雑
誌
の
号
の
責
任
編
集
者
お
よ
び
発
行
者
が
掲
載
義
務
者
で

（
咄
）

あ
る
と
解
し
て
い
る
。
掲
載
義
務
者
は
、
個
人
と
し
て
で
は
な
く
、
報
道
機
関
の
責
任
主
体
と
し
て
義
務
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
と
解

さ
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
反
論
文
を
掲
載
す
べ
き
号
の
責
任
編
集
者
お
よ
び
発
行
者
の
み
が
掲
載
義
務
を
履
行
し
う
る
こ
と
か
ら
、
旧

編
集
者
あ
る
い
は
旧
発
行
者
は
、
義
務
者
で
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
旧
編
集
者
等
も
、
受
理
し
た
反
論
文
を
現
編

（
Ⅳ
）

集
者
等
に
引
き
継
ぐ
な
ど
の
協
力
義
務
は
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

注介
色
）
回
す
』
。

（
３
）
回
ウ
ロ
。

（
１
）
［
汁
】
｛
室
の
『
・
で
『
の
印
の
①
［
の
□
す
佇
む
の
。
函
］
①

●

（
５
）
当
惑
者
は
、
厳
密
に
い
え
ば
、

（
凸
殺
）
門
卉
残
酉
の
『
中
、
》
『
の
の
⑩
の
『
の
○
ず
〔
・
い
・
駒
一
ｍ
。

被
害
者
よ
り
も
広
い
概
念
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
被
害
者
は
、
当
惑
者
で
あ
る
が
、
当
惑
者
は
被
害
者
と
は

冒
昌
の
『
、
勾
旨
丙
の
『
や
四
四
Ｐ
の
。
』
］
国
。
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令
皿
）
両
ウ
ロ
。

（
、
皿
）
旧
び
〔
酉
。
『
、
、
一
四
○
六
の
『
ロ
画
四
○
■
の
。
］
】
②
０

（
⑫
）
巨
昌
の
『
》
わ
『
の
⑪
ｍ
の
『
の
○
三
》
の
．
国
⑤
｛
・
》
巨
菖
の
『
、
国
。
【
の
【
・
Ｂ
Ｐ
の
・
二
』
・

（
汕
叫
．
）
Ｐ
。
｛
色
の
『
』
で
『
の
い
の
⑦
『
の
。
声
一
・
の
・
国
］
Ｐ

（
Ⅲ
）
巨
昌
の
『
・
や
『
①
の
②
の
『
の
。
三
・
ｍ
・
田
Ｐ
ｍ
Ｅ
臼
の
『
、
田
。
戸
の
『
》
四
四
Ｐ
の
．
巨
一
・

（
旧
）
責
任
編
集
者
に
対
し
て
な
さ
れ
た
判
決
の
既
判
力
の
発
行
者
へ
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
の
国
四
日
目
『
ぬ
シ
『
Ｃ
帛
丙
】
①
雷
・
の
。
ｓ
参
照
。

（
、
皿
）
［
戦
局
酉
の
【
や
勺
【
の
的
の
①
『
の
ロ
ゴ
｛
・
ｍ
ｏ
ｍ
ｍ
Ｃ
ｏ

（
、
）
死
者
の
人
格
保
護
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ド
イ
ツ
私
法
に
お
け
る
死
者
の
人
格
保
護
」
琉
大
法
学
二
七
号
三
五
頁
以
下
、
お
よ
び
同
掲
載
の

（
８
）
回
ワ
ニ
。

（
９
）
回
ワ
ニ
。

限
ら
な
い
。
し
か
し
、
当
惑
者
と
い
う
語
は
、
熟
し
て
い
な
い
の
で
、
便
宜
上
被
害
者
と
い
う
語
を
使
用
す
る
。

（
６
）
冒
圏
の
Ｈ
、
国
。
宍
の
『
・
目
Ｐ
の
．
」
］
⑭
．

（
句
Ｉ
）
Ｆ
ご
〔
ど
の
『
①
勺
『
の
の
、
の
『
の
○
ず
写
の
・
函
」
②
。

文
献
参
照
。

（
昭
和
五
五
年
一
○
月
一
○
日
）


